
あきた

⃝令和２年度秋田県宗務所事業計画

⃝令和２年度秋田県宗務所歳入歳出予算

⃝所会議長・所会副議長・禅センター各部長挨拶

所 報 あ き た　126号
� 令和２年５月15日発行
発行所　曹洞宗秋田県宗務所
� 発行責任者　齋　藤　昭　道
〠010−0812�秋田市泉三嶽根15−18
� ＴＥＬ（018）868−6871
� ＦＡＸ（018）868−6872
� http://soto-akita.com
� info@soto-akita.com
� 題字　能代市倫勝寺　山田晃一
� 写真　能代市倫勝寺　山田俊哉



令和２年度　通常所会（間隔を広げる等の対応をして開催）

第126号 令和２年５月15日（　）2曹洞宗秋田県宗務所所報



　

殆
ど
雪
の
な
い
冬
を
過
ご
し
、
輝
か
し
い
新
年
度

を
迎
え
よ
う
と
す
る
時
、
世
界
中
が
未
曾
有
の
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
真
っ
只
中
に
い
よ
う
と
は
誰
が
予
想
し

た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
今
こ
そ
、
人
類
が
一
致
団
結

し
て
こ
の
目
に
見
え
な
い
敵
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
去
る
三
月
二
十
四
日
宗
議
、
所
会
議
員
諸

老
師
の
ご
出
席
の
も
と
宗
務
所
会
が
開
催
さ
れ
、
上

程
致
し
ま
し
た
本
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
を
始

め
と
す
る
案
件
す
べ
て
が
、
慎
重
に
ご
審
議
い
た
だ

い
た
上
で
ご
承
認
可
決
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
度
ま
で
を
期
限
に
各
寺
院
の
級
階
査

定
が
東
日
本
大
震
災
等
に
よ
り
数
年
延
び
十
数
年
ぶ

り
に
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
教
区
の
査
定
委
員
を
お
務

め
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
は
じ
め
、
御
寺
院
様
に
は
御

協
力
い
た
だ
き
心
よ
り
御
慰
労
申
し
上
げ
ま
す
。
当

宗
務
所
管
内
の
総
点
数
は
改
定
前
と
比
べ
て
約
五
千

点
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
金
額
に
し
て
四
十
万
ほ
ど

記
念
の
年
度
を
迎
え
て

秋
田
県
宗
務
所
　
所
長
　
齋
　
藤
　
昭
　
道

の
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今

の
情
勢
を
考
え
、
今
ま
で
の
賦
課
金
額
一
点
八
十
円

で
今
年
度
は
乗
り
き
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
事
計
画
に
つ
き
ま
し
て
も
、
所
会
開
催

前
ま
で
は
、
七
月
ま
で
の
事
業
計
画
も
上
程
致
し
ま

し
た
が
、
宗
務
庁
か
ら
の
指
示
も
あ
り
、
六
月
開
催

予
定
の
特
派
布
教
・
特
派
梅
花
の
巡
回
と
も
に
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
す
べ
て
の
事
情
を
総
合
的
に
判
断
し
、
お
盆
前

の
す
べ
て
の
行
事
の
中
止
と
見
直
し
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
本
年
度
は
秋
田
県
梅
花
流
六
十
五
周
年
、
秋

田
県
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
設
立
三
十
周
年
と
大
き

な
節
目
が
重
な
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
後

期
行
事
は
現
在
の
感
染
症
の
終
息
を
待
っ
て
、
是
が

非
で
も
、
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
梅
花

流
全
県
奉
詠
大
会
で
は
、
講
員
の
皆
さ
ま
の
息
の

合
っ
た
奉
詠
と
笑
顔
に
是
非
お
会
い
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
十
一
月
九
日
に
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
設

立
三
十
周
年
に
あ
わ
せ
て
設
立
集
会
を
開
催
し
、
記

念
講
演
と
し
て
、
医
学
博
士
養
老
孟
司
先
生
を
お
迎

え
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
記
念

式
典
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
に
御
功
績
の
あ
っ
た

方
々
の
顕
彰
を
し
た
い
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
度
の
記
念
集
会
は
、県
内
外
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、

県
内
宗
門
関
係
者
の
み
な
ら
ず
檀
信
徒
の
皆
様
と
も

ど
も
に
祝
賀
致
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
卒

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
明
け
早
々
に
本
庁
主
催
の
過
疎
地
域
現

地
懇
談
会
が
秋
田
県
宗
務
所
を
会
場
に
宗
議
・
各
教

区
長
老
師
の
御
参
集
を
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
懇
談
会
で
は
、
詳
細
な
資
料
も
い
た
だ
き

改
め
て
秋
田
管
内
の
現
状
を
客
観
的
に
み
る
こ
と
が

出
来
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
過
疎
対
策
は
、
宗
門

が
か
か
え
る
様
々
な
課
題
を
内
包
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
宗
門
に
属
す
る
檀
信
徒
が
す
べ
か
ら
ず
平
等

な
サ
ー
ビ
ス
？
を
受
け
ら
れ
る
の
が
過
疎
対
策
の
入

口
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
の
天
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
、
そ
し
て
、
こ
の
度
の
感
染
症
で
犠
牲
と

な
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も

に
、闘
病
中
の
方
々
の
一
日
も
早
い
ご
回
復
を
願
い
、

結
び
と
い
た
し
ま
す
。
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年
明
け
早
々
、
中
国
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
、
日

本
で
も
感
染
が
拡
大
し
て
緊
急
事
態
の
様
相
を
呈
し

て
お
り
ま
す
。不
要
不
急
の
外
出
自
粛
が
求
め
ら
れ
、

我
々
僧
侶
も
葬
儀
や
法
事
は
勿
論
の
こ
と
、
現
実
的

に
寺
院
の
活
動
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
悩
み
ま
す
。

　

さ
て
、
三
月
二
十
四
日
に
通
常
所
会
が
宗
務
所
で

開
催
さ
れ
、
新
年
度
に
向
け
た
提
出
議
案
の
全
て
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
宗
務
所
長
老
師
の

胸
中
に
は
、
所
会
を
中
止
す
る
事
態
も
予
測
し
て
の

開
催
召
集
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
開
会
の
挨
拶

か
ら
安
堵
の
様
子
を
垣
間
見
た
よ
う
な
次
第
で
す
。

そ
れ
故
、
新
級
階
に
基
づ
い
た
今
年
度
の
歳
入
予
算

が
、
ほ
ぼ
前
年
同
様
の
規
模
で
開
催
で
き
る
事
業
予

算
を
組
む
こ
と
が
で
き
安
心
致
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
感
染
拡
大
と
い
う
深
刻
な
状
況

下
で
は
、
計
画
し
た
事
業
が
滞
り
な
く
実
施
で
き
る

の
か
、
そ
の
見
通
し
が
立
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
目
に
見

え
な
い
脅
威
を
前
に
、
計
画
の
自
粛
や
中
止
と
い
っ

た
苦
渋
の
決
断
を
、
こ
の
先
に
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
前
例
に
な
い
、
令
和
二
年
度

の
ス
タ
ー
ト
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、「
人
間
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
に
は
関
係
の
な
い
と
思
わ

れ
る
よ
う
な
不
幸
な
出
来
事
に
対
し
て
責
任
を
感
じ

る
こ
と
だ
」
と
新
聞
に
載
っ
た
言
葉
が
強
く
心
に
残

り
ま
す
。
自
国
の
利
益
の
み
顧
み
て
他
国
を
顧
み
な

い
方
法
は
、
自
国
を
完
全
に
守
る
手
段
で
は
な
く
、

世
界
の
国
々
が
支
援
し
合
っ
て
こ
そ
共
通
の
利
益
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
利
他
行
の
大
切
さ
を

知
ら
さ
れ
た
思
い
が
致
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
日
常

生
活
や
経
済
活
動
に
も
混
乱
が
生
じ
、
し
ば
ら
く
は

こ
の
状
態
と
う
ま
く
付
き
合
う
こ
と
し
か
で
き
ま
せ

ん
。
い
ろ
い
ろ
な
社
会
的
、
精
神
的
問
題
も
生
じ
て

き
ま
す
が
、
責
任
の
な
す
り
合
い
で
は
解
決
の
糸
口

を
遠
い
も
の
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
と
き
こ
を

「
我
々
僧
侶
に
何
が
で
き
る
の
か
」、
そ
の
真
価
が
問

わ
れ
ま
す
。

　

法
句
経
に
「
戦
場
に
お
い
て
百
万
人
に
勝
つ
と
し

て
も
、
た
だ
ひ
と
つ
の
自
己
に
克
つ
者
こ
そ
、
実
に

最
上
の
勝
利
者
で
あ
る
―
一
〇
三
―
」と
あ
り
ま
す
。

戦
場
で
敵
に
勝
つ
に
は
強
力
な
軍
隊
と
武
器
を
も
て

ば
よ
い
の
で
す
が
、
自
己
に
克
つ
と
は
相
手
を
物
理

的
に
倒
す
の
と
は
次
元
が
全
く
異
な
る
も
の
で
す
。

釈
尊
は
後
者
、
つ
ま
り
自
分
の
な
か
の
欲
望
や
恐
怖

に
打
ち
克
つ
者
こ
そ
が
、
最
上
の
勝
利
者
で
あ
る
と

教
え
ま
す
。
そ
れ
だ
け
自
ら
の
煩
悩
に
打
ち
克
つ
こ

と
の
難
し
さ
を
説
く
も
の
と
、
今
改
め
て
そ
の
意
味

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
思
い
が
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
恐
怖
が
一
刻
も
早

く
終
息
す
る
こ
と
を
願
い
、
秋
田
県
宗
務
所
管
内
の

全
寺
院
が
英
知
を
発
揮
し
て
、
こ
の
難
局
に
立
ち
す

く
む
こ
と
な
く
ご
精
進
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

前
例
の
な
い
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト

所
会
議
長
　
藤
　
原
　
徳
　
義
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境
内
の
紅
梅
も
盛
り
を
過
ぎ
、
桜
の
開
花
を
喜
び

な
が
ら
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
杉
の
枝
葉
を
掃
除
す

る
と
い
う
、
毎
年
の
今
の
時
節
の
到
来
を
嬉
し
く
思

い
な
が
ら
も
、
例
年
と
異
な
り
今
年
は
気
持
ち
が
重

く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

今
冬
の
我
が
地
域
は
降
雪
も
極
め
て
少
な
く
、
雪

作
務
も
楽
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
い
き
や
、
現
下

の
感
染
症
の
影
響
で
教
区
内
御
寺
院
の
各
法
要
も
悉

く
中
止
や
延
期
と
な
り
、
住
職
就
任
以
来
初
め
て
の

事
態
に
直
面
し
、
危
機
感
を
共
有
し
な
が
ら
も
些
か

困
惑
致
し
て
お
り
ま
す
。
県
内
各
御
寺
院
様
も
同
様

と
は
思
い
ま
す
が
、
入
口
に
は
消
毒
液
を
置
け
ま
す

が
位
牌
堂
参
拝
や
年
回
法
要
で
来
山
し
て
下
さ
る
檀

信
徒
に
渡
せ
る
マ
ス
ク
等
も
有
る
は
ず
も
な
く
、
せ

い
ぜ
い
会
食
を
中
止
し
て
持
ち
帰
り
用
の
折
り
詰
め

に
変
更
し
た
ら
如
何
か
、
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
位
し

か
出
来
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

全
日
仏
の
「
お
願
い
」
で
も
、『
葬
儀
や
法
要
の

実
施
に
当
た
っ
て
遺
族
の
意
向
を
尊
重
す
る
よ
う
配

慮
し
つ
つ
、
寺
院
や
そ
の
関
係
者
が
ウ
イ
ル
ス
の
媒

介
と
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
策
を
求
め
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
亡
く
な
っ
た
人
の

通
夜
・
葬
儀
・
告
別
式
等
を
営
む
際
は
、
国
の
方
針

を
踏
ま
え
て
医
療
機
関
や
葬
儀
場
の
取
り
決
め
に
従

う
よ
う
要
請
。
感
染
防
止
の
た
め
の
衛
生
対
策
に
尽

力
す
る
こ
と
、
そ
の
上
で
、
で
き
る
限
り
遺
族
の
意

向
を
尊
重
し
、
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。』（
中
外
日
報
よ
り
）
と
あ

る
様
に
、
危
機
管
理
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
寺
院

の
社
会
的
責
任
で
あ
る
と
訴
え
て
お
り
ま
す
。

　

既
に
拙
寺
で
は
御
遠
方
よ
り
御
来
山
の
方
々
の
年

回
法
要
複
数
件
、
納
骨
供
養
複
数
件
が
無
期
限
で
延

期
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
感
染
の
蔓
延
を
防

ぐ
た
め
に
私
共
に
は
何
が
で
き
る
の
か
思
慮
を
重

ね
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
行
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

誠
に
無
力
感
を
覚
え
ま
す
が
、
こ
う
い
う
時
こ
そ

菩
提
寺
と
し
て
は
、
心
配
し
困
惑
し
て
い
る
檀
家
の

皆
様
と
共
に
考
え
、
よ
り
良
い
方
策
を
探
り
、
優
し

い
表
現
力
を
思
惟
し
て
ま
い
り
た
い
と
念
じ
て
お
り

ま
す
。

　

東
京
都
で
は
我
が
宗
門
の
七
十
代
の
方
丈
様
が
御

遷
化
に
な
ら
れ
た
と
い
う
報
道
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

諸
老
師
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
呉
々
も
御
法
体
安

寧
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
又
各
御
寺
院
様
、
檀
信

徒
の
皆
様
に
も
御
健
康
に
御
留
意
な
さ
れ
ま
す
よ
う

に
御
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

優
し
い
表
現
力
を

所
会
副
議
長
　
嵯
　
峨
　
義
　
房
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令和２年度　曹洞宗秋田県宗務所事業計画
令和２年 事　　業 開催場所 備　　考

５月

15 日 布教委員会（中止）・布教協議会（中止）宗務所 中　止
21 日 婦人会総会（中止） 宗務所 中　止

26日～ 28日 梅花流全国奉詠大会（中止） 札幌市 中　止
所報第 126 号発行 予算報告　他

６月

8日～ 13 日 梅花特派巡回（中止） 管内 16 教場 中　止
14日～ 20日 特派布教巡回（中止） 管内 18 教場 中　止

24 日 護持会　総会（中止）
定期集会（延期） ビューホテル

30 日 寺族会総会（中止） 宗務所 中　止

７月

8日 監査会 宗務所
16 日 梅花流全県大会（延期） 能代市 文化会館
29 日 通常所会（決算） 宗務所

禅の集い 管内寺院
８月 11 ～ 18 日 宗務所休務 盆休み

９月
1日 梅花検定会（県北地区）　四級師範・

三級詠範・二級教範まで受検可
（中央・県南地区との合同
開催を検討中）

17日～ 18日 現職研修会 歓喜寺
所報 127 号発行 決算報告　他

10 月

5 日～７日 本山研修会 總持寺

28 日
梅花検定会（中央・県南地区）　四級
師範・三級詠範・二級教範まで受検
可

11 月 9 日 禅センター設立集会（永年・寺族表
彰式）

キャッスルホテ
ル

講師　養老孟司

19 日 宗務所寺族集会・研修会 宗務所
12 月 24日～１月７日 宗務所休務

令和３年

1 月
21 日 宗務所梅花講役員会 宗務所

所報 128 号発行

2月
19 日 宗務所梅花講講長会 宗務所
25 日 諮問委員会・災害対策委員会 宗務所

3月
25 日 通常所会（予算） 宗務所
31 日 徒弟研修会 宗務所
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曹洞宗秋田県宗務所・禅センター
令和２年度　事業日程表

【禅センター布教部・研修部・梅花部】

№ 月　　日 開始時間 担当 事　業　名・備　考
1 ２年 � 4月� 3日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）　中止

2 � 5月20日（水） 10 時 30 分 梅花部 宗務所講師等研修会　中止

3 � 5月22日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）　中止

4 � 6月� 5日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）　中止

5 � 7月� 2日（木） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）　中止

6 � 7月18日（土） 13 時 00 分 布教部 仏教講座①�会場�秋田市文化会館�中止

7 � 7月21日（火） 13 時 00 分 研修部 研修会①　延期等・検討中

8 � 9月� 3日（木） 9時 00 分 布教部 仏教講座・野外研修

9 � 9月� 4日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

10 � 9月11日（金） 10 時 00 分 宗務所長杯野球大会

11 10月� 2日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

12
10月16日（金）

10 時 30 分
布教部

写　経　会
会場　秋田市文化会館

13 13 時 00 分 仏教講座②

14 11月� 9日（月） 13 時 00 分 禅を聞く会（設立集会併催）
禅センター設立集会（式典）

15 11月13日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

16
　 11月25日（水）

10 時 30 分
布教部

写　経　会

17 13 時 00 分 仏教講座③

18 12月� 4日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

19 ３年 �2月� 5日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）

20 � 2月� 8日（月） 13 時 00 分 研修部 研修会②

21 � 3月� 5日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時）
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令和２年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出予算書
� （単位：円）

項　　　目 前年度予算額 本年度予算額 増　　　　減
歳　入　合　計 62,195,206 59,500,000 △�2,695,206
歳　出　合　計 62,195,206 59,500,000 △�2,695,206
差　引　残　額 0 0 0

歳入の部
項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明

１. 賦　課　金 41,552,560 41,160,480 △ 392,080

1. 寺 格 割 1,839,000 1,839,000 0
格　地 10,000 円× 24 ヶ寺
法　地 5,000 円× 317 ヶ寺
准法地 2,000 円× 7 ヶ寺

2. 級 階 割 35,902,560 35,488,480 △ 414,080 443,606 点× 80 円
前年度 448,782 点 -4,907 点

3. 教 師 割 3,811,000 3,833,000 22,000

大 教 師 42,000 円× 4 名
権大教師 30,000 円× 68 名
正 教 師 6,000 円× 160 名
一等教師 3,000 円× 127 名
二等教師 2,000 円× 142 名

２. 手　数　料 2,000,000 2,000,000 0

1. 手 数 料 2,000,000 2,000,000 0 各種申請手数料
３. 補　助　金 900,000 900,000 0

1. 補 助 金 900,000 900,000 0
本庁より事業補助
教化（各研修会補助等）
梅花・事務・他

４. 諸　収　入 2,580,000 3,343,411 763,411

1. 諸 収 入 2,580,000 3,343,411 763,411

現職研修会
○受講料 7,000 円× 180 名
梅花検定会
○検定料 3,000 円× 70 名
梅花県大会
○参加料 2,000 円× 500 名
○雑収入 848,411 円
○預貯金受取利息など

５. 繰　越　金 15,162,646 12,096,109 △ 3,066,537

1. 繰 越 金 15,162,646 12,096,109 △ 3,066,537 前年度繰越金
歳　入　合　計 62,195,206 59,500,000 △ 2,695,206
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項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明
１. 人　件　費 18,000,000 18,300,000 300,000

1. 役職員手当 5,040,000 5,040,000 0 70,000 円× 6 名× 12 ヶ月
2. 書記手当 1,680,000 1,680,000 0 70,000 円× 2 名× 12 ヶ月　　
3. 傭 人 費 200,000 200,000 0 清掃他

4. 旅　 費 4,200,000 4,500,000 300,000

本庁及び管区・教化センター
関連会議・事業等参加旅費

（梅花流全国奉詠大会等）
宗務所事業参加旅費

（本山研修会等）

5. 費用弁償 5,760,000 5,760,000 0
所長 7,000 円 副所長 8,000 円
教化 3,000 円 庶務 4,000 円
梅花 6,000 円 人権 8,000 円
書記 7,000 円（伊藤・我孫子）

6. 期末手当 1,120,000 1,120,000 0 70,000 円× 2 × 8 名　　
２. 事　務　費 4,400,000 4,700,000 300,000

1. 備 品 費 500,000 500,000 0 書籍代・事務機器更新他
2. 通 信 費 1,000,000 1,000,000 0 電話料・郵便料・配送料等
3. 印 刷 費 400,000 400,000 0 封筒・賞状他
4. 消耗品費 500,000 500,000 0 雑貨・事務用品他

5. リース費 900,000 900,000 0 OA 機器・コピー機・電話機・AED・ネッ
トワーク契約・フレッツジャパン月額等

6. 広 告 費 1,100,000 1,400,000 300,000 宗務所所報 年 3 回発行・禅センター 30
周年記念誌　

３. 管　理　費 2,650,000 2,700,000 50,000

1. 維 持 費 800,000 800,000 0
保険料（地震保険含む）
清掃費（ダスキン月額）浄化槽管理料・
警備保障他

2. 地　 代 250,000 300,000 50,000 借地代（天徳寺様）
3. 営 繕 費 800,000 800,000 0 修繕費　他
4. 光 熱 費 800,000 800,000 0 電気・ガス・水道・灯油他

４. 会　議　費 1,500,000 1,300,000 △ 200,000

1. 所　 会 1,300,000 1,100,000 △ 200,000 通常所会 2 回・臨時所会 1 回分削減
2. 委 員 会 200,000 200,000 0 監査 1 回・諮問 1 回・災害対策協議会

５. 事　業　費 9,600,000 9,850,000 250,000

1. 事 業 費 2,250,000 2,500,000 250,000

現職研修会 800,000
徒弟研修会 200,000
本山研修会 800,000
所長杯野球大会 150,000
禅センター 30 周年記念
講演事業等 500,000

2. 布教伝道費 1,000,000 1,000,000 0
特派教場補助 2 万円× 18 教場
特派布教師送迎費 25 万円
宗務所布教師 日当 5 千円× 30
管内教場　　 補助 5 千円× 30

歳出の部
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項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明

3. 梅 花 費 5,000,000 5,000,000 0

特派巡回教場補助　2 万円×（16 教場
+2）・送迎費 25 万円
全県奉詠大会 2,100,000
役員会・講長会 300,000
検定会（2 会場） 800,000
師範・詠範の会 700,000
同一泊研修補助 100,000
指導者養成所　　200,000 他

4. 教 化 費 650,000 650,000 0 布教委員会・協議会 30 万円
各種研修会

5. 慰 問 費 100,000 100,000 0 住職永年勤続 50･60 年　祝膳料等
6.�人権擁護
推進費 600,000 600,000 0 全国人権主事研修会参加費

書籍・資料等　購入費
６. 禅センター事業費 2,550,000 2,550,000 0

1. 会 議 費 200,000 200,000 0 総務部会議費・各委員会
2. 布教部費 700,000 600,000 △ 100,000 仏教講座・写経会
3. 研修部費 600,000 600,000 0 各種研修会
4. 梅花部費 450,000 450,000 0 梅花流講習会

5. 運 用 費 600,000 700,000 100,000 備品購入・設立記念事業費等
（禅センター 30 周年記念）

７. 補　助　費 7,958,000 8,258,000 300,000

1. 事務補助 4,200,000 4,200,000 0 所費 10％各教区へ
2. 事業補助 348,000 348,000 0 教区主催現職研修会・寺族研修会補助金

3.所護持会補助 900,000 700,000 △ 200,000 宗務所護持会へ
管区集会分削減（隔年開催）

4. 禅の集い 800,000 800,000 0 教区寺院開催補助金

5. 教化団補助 1,710,000 2,210,000 500,000
寺族会 35 万円・婦人会 40 万円
尼僧団 10 万円・教誨師 6 万円
保護司会 20 万円　布教師の会 10 万円
県曹青会100万円（本年：東北大会開催県）

８. 表　彰　費 200,000 200,000 0

1. 表 彰 費 200,000 200,000 0 住職勤続・寺族表彰
９. 慶　弔　費 2,400,100 2,400,100 0

1. 慶 弔 費 400,000 400,000 0 結制・落慶　本葬　等
2. 本山慶弔費 100 100 0 両本山慶弔会　等

3. 弔 慰 金 2,000,000 2,000,000 0 住職・東堂・副住職：10 万円
寺族：5 万円（管内寺院）

10. 負　担　金 539,400 539,400 0

1. 全国所長会 156,600 156,600 0 348 ヶ寺× 450 円
（含全国所長会災害援護金 1 ヶ寺 100 円）

2. 布教助成費 208,800 208,800 0 348 ヶ寺× 600 円
3. 管 区 費 174,000 174,000 0 348 ヶ寺× 500 円

11. 交　際　費 400,000 400,000 0

1. 交 際 費 400,000 400,000 0 住職勤続・寺族表彰
12. 食　糧　費 1,300,000 1,300,000 0

1. 所会食糧費 700,000 700,000 0 通常所会 2 回
2. 委員会食費 50,000 50,000 0 監査会 1 回・諮問委員会 1 回　
3. 所内食糧費 550,000 550,000 0
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項　　　　　　目 前年度予算額 本年度予算額 比較増減 説　　　　　　　　　　　　　明
13. 財政調整費 10,247,406 6,552,200 △ 3,695,206

1. 災害見舞金 2,000,000 2,000,000 0 寺院火災見舞金 1 ヶ寺分

2. 記念品代 750,000 1,200,000 450,000 教区長退任記念品代
役職員退任記念品代

3. 財政調整費 5,497,406 2,352,200 △ 3,145,206 設備費・災害対策協議会援護金等
4.基本金繰出金 2,000,000 1,000,000 △ 1,000,000

14. 選　挙　費 300 300 0

1. 副 貫 首 100 100 0
2. 宗務所長 100 100 0 選挙のない年度の為
3. 宗会議員 100 100 0 選挙のない年度の為

15. 雑　　　費 150,000 150,000 0

1 . 雑 費 150,000 150,000 0 町内会費・新聞購読料・常備薬　他
16. 予　備　費 300,000 300,000 0

1. 予 備 費 300,000 300,000 0
歳　出　合　計 62,195,206 59,500,000 △ 2,695,206

令和2年度宗務所基本金積立会計について
(将来の宗務所改築のための積立)

○H31.R01年度分は、上記のように積み立てしております。
○ H31.R01年度決算所会時にご同意があれば更に積み増

しをする場合も御座います。

○令和 2 年度の予算案には1,000,000で計上しています。
○ 令和 2 年度の歳入歳出決算時の剰余金処分の状況で繰

入金を増額する場合も御座います。

平成31年・令和元年度　基本金積立会計

積立累積金 19,560,074
一般会計繰入金 2,000,000

利　息 1,246
計 21,561,320

積立累積金 21,561,320
一般会計繰入金 1,000,000

利　息 2,156
計 22,563,476

令和2年度　基本金積立会計案
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令和２年度　東北管区・管区教化センター事業計画
令和２年 事　　業　　名 講師等の予定

４月
14 日 第 172 回禅を聞く会　中止

21 ～ 22 日 教化センター布教師協議会（仙台市）　延
期　９月９日

５月 毎週火曜日 坐禅ナイト　中止

６月

2～３日 管区宗務所連絡協議会（山形県米沢市　東
京第一ホテル）　中止

3日
第 173 回禅を聞く会（静岡県成願寺　相
原昇明老師　仙台市太白区文化センター）　
中止

30 ～７月１日 管区婦人会研修会（岩手県花巻市　ホテル千秋閣）　中止

７月 9日 管区教化指導員研修会（仙台市　ホテルモ
ントレ）�延期 11 月 19 日

10 日 管区人権三者協議会（仙台市）　中止

８月 26 日
第 174 回禅を聞く会（正法寺専門僧堂堂
長　盛田正孝老師　仙台市太白区文化セン
ター）

９月

初旬 第 53 回教化フォーラム（特派布教師　三
部義道老師　仙台市ホテルモントレ）

初旬 教化センター布教師教化協議会
8～９日 管区寺族会研修会（山形県上山市　古窯）
9日 教化センター布教師協議会（仙台市）　

30 日 教化センター教化活動推進・企画委員会（仙
台市）

10 月
8 日 第 175 回禅を聞く会（やなせなな氏　仙台

市太白区文化センター）
21 ～ 22 日 管区人権啓発研修会（福島県）
27 ～ 28 日 管区布教講習会（仙台市　ホテルモントレ）

11 月 19 日 管区教化指導員研修会（仙台市　ホテルモ
ントレ）

毎週火曜日 坐禅ナイト（仙台市�東北福祉大学）

12 月 1 日
第176回禅を聞く会（東北管区教化センター
前統監�早坂文明老師�仙台市太白区文化セ
ンター）

18 ～ 19 日 管区宗議・宗務所連絡協議会
令和３年

１月 25 ～ 26 日 管区人権主事連絡協議会

２月 2日
第 177 回禅を聞く会（愛知専門尼僧堂堂
長　青山俊董老師　仙台市太白区文化セン
ター）

３月 2日 教化活動推進・企画委員会（仙台市）
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教
と
い
う
観
点
か
ら
。

　

ご
祈
祷
、
お
経
や
護
符
と
い
う
よ
う
な

形
は
、
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。
私
た
ち
が

認
識
で
き
る
も
の
が
全
て
で
は
な
い
で
す

し
、「
祈
り
」
信
心
の
力
は
、
不
安
を
取

り
除
き
、心
の
平
安
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

と
て
も
大
切
な
も
の
だ
か
ら
で
す
。た
だ
、

宗
門
布
教
的
に
は
、
多
分
主
流
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
代
で
は
多
く

の
人
が
（
私
た
ち
も
）、
祈
り
よ
り
も
認

識
し
や
す
い
も
の
、
科
学
、
医
学
、
情
報

等
を
頼
り
に
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
。

　

と
な
る
と
、
や
は
り
菩
薩
行
。
今
ま
で

通
り
、
私
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
、
地
元
で
、

被
災
地
で
、
様
々
な
場
所
、
場
面
、
形
で

行
じ
て
き
た
こ
と
を
行
持
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
義
援
金
や

物
資
、
労
力
で
あ
っ
た
り
、
茶
話
会
、
傾

聴
で
あ
っ
た
り
。直
接
会
え
な
い
の
な
ら
、

電
話
や
メ
ー
ル
と
い
う
手
だ
て
も
。
で
き

る
こ
と
を
で
き
る
形
で
。

　

そ
し
て
、
そ
う
し
た
財
法
二
施
に
通
底

す
る
の
が
、
合
わ
せ
て
三
施
と
な
る
「
無

畏
施
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
布
教
試

験
の
必
需
品
『
仏
教
概
論
』
に
は
「
無
畏

施
は
人
々
を
災
厄
か
ら
救
い
安
ら
ぎ
を
与

え
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
心
の
不
安

を
除
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
」
と
あ
り
ま

す
。

　
「
行
ツ
テ
コ
ハ
ガ
ラ
ナ
ク
テ
モ
イ
ヽ
ト

イ
ヒ
」（
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
）

　

畏
れ
無
き
状
態
を
施
す
こ
と
、
安
心
を

与
え
る
こ
と
。
で
す
か
ら
「
祈
り
」
も
も

ち
ろ
ん
大
き
な
力
に
な
る
で
し
ょ
う
。
状

況
に
応
じ
て
、
ど
う
い
う
形
で
施
無
畏
が

で
き
る
の
か
参
究
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　
「
施
無
畏
者
」
は
、
慈
悲
の
シ
ン
ボ
ル

観
世
音
菩
薩
の
別
称
。
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
よ
う
三
十
三
も
の
手
だ
て
で
対
応

し
、
す
べ
て
の
者
の
心
か
ら
畏
れ
を
取
り

除
き
、救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
（
で
も
、

千
手
は
ち
ょ
っ
と
頑
張
り
す
ぎ
じ
ゃ
…
）。

菩
薩
は
人
と
し
て
の
目
標
。

　

そ
う
あ
り
た
い
、
と
口
先
で
言
う
自
分

に
、
ウ
ン
ザ
リ
す
る
時
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
時
、
最
近
、
心
に
残
っ
た
言
葉
が
よ

ぎ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
き
れ
い
事
で
何
が
悪
い
」

禅
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り布

教
部
長　

岩　

舘　

裕　

章

令
和
二
年
　
春

　

令
和
二
年
の
冬
、
当
地
は
降
雪
・
積
雪

と
も
に
少
な
く
、少
し
早
い
春
を
迎
え
た
。

４
月
下
旬
、県
南
は
桜
花
が
満
開
で
あ
る
。

木
を
覆
い
つ
く
し
た
花
々
が
青
空
に
映
え

る
様
は
心
を
和
や
か
に
し
て
く
れ
る
。

　

昨
年
度
は
第
九
教
区
・
松
庵
寺
住
職
・

渡
辺
紫
山
師
を
講
師
に
、
２
回
に
わ
た
り

「
詩
偈
」
に
つ
い
て
の
御
講
義
を
い
た
だ

い
た
。
紫
山
師
の
本
師
・
昭
雄
老
師
編
集

の
「
詩
偈
講
座
」
と
師
が
師
匠
の
遺
稿
を

ま
と
め
作
成
・
発
刊
さ
れ
た
「
引
導
法
語

作
法
」
を
講
本
と
し
、
初
回
は
詩
偈
の
基

本
か
ら
作
成
に
あ
た
っ
て
の
き
ま
り
と
注

意
点
を
学
び
、
作
品
を
味
わ
い
、
更
に
は

法
語
の
流
れ
等
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　

２
回
目
は
前
も
っ
て
添
削
し
て
い
た
だ

い
た
参
加
者
の
七
言
絶
句
の
講
評
。
紫
山

師
の
多
岐
に
わ
た
る
口
伝
の
話
を
交
え
、

研
修
部
長　

高　

橋　

一　

浩
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ま
す
。

　

我
々
一
人
一
人
が
確
か
な
理
解
と
自
覚

を
持
ち
、
範
と
な
っ
て
自
重
し
た
慎
重
な

行
動
を
と
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

ふ
と
手
に
し
た
永
平
74
世
佐
藤
禅
師
様

の
書
物
に
、
次
の
様
な
お
話
が
あ
っ
た
。

　
「
人
は
忙
し
い
時
に
は
仕
事
に
追
わ
れ

余
念
が
な
い
。暇
な
と
き
に
は
心
が
緩
む
。

こ
の
時
こ
そ
気
を
引
き
締
め
て
す
べ
き
こ

と
を
見
つ
け
よ
う
で
は
な
い
か
。
一
家
の

中
に
は
整
理
す
べ
き
と
こ
ろ
は
い
く
ら
で

も
あ
る
。
心
を
動
か
し
、
体
を
動
か
し
、

光
陰
を
惜
し
ん
で
努
め
励
む
こ
と
は
、
己

の
命
を
尊
び
、
仏
の
命
に
生
き
る
ゆ
え
ん

で
あ
る
」

　

今
が
「
こ
の
時
」
で
あ
る
。

ま
す
。

　

宗
務
所
養
成
所
は
、
今
期
二
年
目
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
に
は
新
た
な
所

員
を
募
集
致
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
検
討

頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

壇
信
徒
講
習
会
で
は
、
新
た
な
講
員
さ

ん
も
ち
ら
ほ
ら
と
増
え
て
は
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
席
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
受
講
生
の
増
加
に
努
力
致
し

ま
す
。
昨
年
度
か
ら
、
禅
セ
ン
タ
ー
布
教

部
の
協
力
を
頂
き
、
年
に
数
回
、
午
後
の

講
習
前
に
法
話
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
梅

花
の
講
師
も
歌
詞
解
説
を
通
し
て
布
教
に

努
め
て
お
り
ま
す
が
、
ひ
と
味
違
っ
た
布

教
部
の
講
師
に
よ
る
法
話
は
大
変
好
評
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
継
続
す
る

こ
と
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

又
、
布
教
部
に
よ
る
仏
教
講
座
に
お
い

て
、
梅
花
部
員
に
よ
り
梅
花
流
を
紹
介
す

る
時
間
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
新
規
講
員

軽
妙
な
語
り
口
と
対
話
形
式
の
進
行
に
よ

り
、
受
講
者
と
の
垣
根
が
低
く
な
り
、
有

意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

　

師
に
は
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
い
た
だ

き
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
暮
れ
、
中
国
に
端
を
発
し
、

瞬
く
間
に
拡
散
し
て
、
欧
米
を
は
じ
め
全

世
界
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
。
有
効
な
治
療
法
・
治
療
薬

も
な
い
ま
ま
に
、
手
探
り
で
の
対
応
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の

措
置
と
し
て
、三
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）

を
避
け
る
こ
と
の
要
請
が
な
さ
れ
、
学
校

は
休
校
、
不
要
不
急
の
外
出
は
禁
止
、
テ

レ
ワ
ー
ク
の
推
奨
、
飲
食
・
娯
楽
業
等
の

休
業
と
、
一
口
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
に

向
け
て
の
対
応
策
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い

の
開
拓
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
れ
ば
有
難
い

と
密
か
に
期
待
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

　

と
に
も
か
く
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
が
早
期
に
終
息
し
、
世
の
中
が
平
穏

に
な
り
事
業
が
復
活
す
る
こ
と
と
、
皆
様

の
ご
健
康
を
祈
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。
管
内
の
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

く
れ
ぐ
れ
も
御
自
愛
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

復
活
す
る
日
を
待
ち
望
む

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
の
影
響

が
、
世
界
中
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
秋
田
県
内
で
は
罹
患
者
は
少
な

い
も
の
の
、
非
常
事
態
宣
言
発
令
以
来
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
管
内
の
御
寺
院
様
も
行
事
の

中
止
、
檀
務
に
お
け
る
様
々
な
制
限
に
苦

慮
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

梅
花
流
で
は
全
国
奉
詠
大
会
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
一
年
以
上
掛
け
て
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
関
係
各
位
、
楽
し
み
に

し
て
い
た
全
国
の
講
員
の
皆
様
は
さ
ぞ
落

胆
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
秋
田

県
宗
務
所
の
奉
詠
大
会
も
七
月
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
所
、
年
度
内

の
開
催
を
目
指
し
て
延
期
に
す
る
と
お
伺

い
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

禅
セ
ン
タ
ー
梅
花
部
に
お
き
ま
し
て

も
、
秋
田
県
に
感
染
者
が
出
た
時
点
か

ら
、
ほ
ぼ
全
て
の
事
業
の
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
停
止
し

て
し
ま
っ
た
事
業
が
以
前
通
り
に
再
始
動

出
来
る
か
と
い
う
不
安
が
よ
ぎ
っ
て
お
り

梅
花
部
長　

浅　

田　

髙　

明
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「
知
足
集
」
は
禅
セ
ン
タ
ー
研
修
部
が
開
催
し
た
漢
詩

講
座
に
お
い
て
、
参
加
者
が
作
詩
し
た
も
の
を
、
講
師
の

第
九
教
区
松
庵
寺
渡
辺
紫
山
老
師
に
添
削
並
び
に
解
説
を

加
え
て
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

鑑
賞
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
漢
詩
の
構
造
の
基
本

を
簡
単
に
記
し
ま
す
。

一
、
平
仄
（
ひ
ょ
う
そ
く
）　

漢
字
を
音
韻
上
、
四
声
六
種
に
分
類
し
た
も
の

平
声　

三
十
種
（
上
平
声
十
五
種　

下
平
声
十
五
種
）

こ
れ
を
平
字
と
い
い
〇
で
表
す

上
声　

二
十
九
種

去
声　

三
十
種

入
声　

十
七
種

　
　
　

こ
の
三
種
を
仄
字
と
い
い
●
で
表
す

二
、七
言
絶
句
の
型

　

平
起
こ
り
式　

起
句
の
二
字
目
が
平
字

（
起
）
○�

○�

●�

●�

●�

○�

◎

（
承
）
●�

●�

○�

○�

●�

●�

◎

（
転
）
●�

●�

○�

○�

○�

●�

●

（
結
）
○�

○�

●�

●�

●�

○�

◎

　

仄
起
こ
り
式　

起
句
の
二
字
目
が
仄
字

（
起
）
●�

●�

○�

○�

●�

●�

◎

（
承
）
○�

○�

●�

●�

●�

○�

◎

（
転
）
○�

○�

●�

●�

○�

○�

●

（
結
）
●�

●�

○�

○�

●�

●�

◎

三
、七
言
絶
句
の
規
則

（
一
）
二
四
不
同
（
に
し
ふ
ど
う
）

一
句
の
中
の
二
字
目
と
四
字
目
の
平
仄
が
正
反
対
に
な
る

（
二
）
二
六
対
（
に
ろ
く
つ
い
）

一
句
の
中
の
二
字
目
と
六
字
目
が
同
じ
平
仄
に
な
る

（
三
）
押
韻
（
お
う
い
ん
）

起
句
、
承
句
、
結
句
の
七
字
目
に
同
一
の
韻
を
使
用
す
る

　

こ
の
ほ
か
に
様
々
な
規
則
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
平

仄
も
一
部
変
化
し
ま
す
。

一
、「
令
和
元
旦
」

�

赤
石
基
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
平
十
灰
）

気●

●淑
風○

○和
元○

旦●

◎梅　
気
淑よ

く
風
和や

わ
らぐ

元
旦
の
梅

壺●

○中
枝○

●上
放●

○香
開◎　

壺
中
の
枝
上
香
り
を
放
ち
て
開
く

新○

○年
佛●

●法
無○

○

●
差
別　
新
年
の
佛
法
に
差
別
な
し

只●

●

●

○

管
正
身
端○

●

◎
坐
来　
只
管
に
正
身
端
坐
し
来
た
る

　
　
（
評
）

〇　

�｢

気
淑
く
風
和
ら
ぐ
…
」
令
和
の
出
典
元
の
万
葉
集

よ
り
。

　
　

�

こ
の
言
い
方
を
和
臭
と
い
う
。「
淑
気
和
風
」
と
し

た
ら
良
い
。

〇　

四
句
目
初
学
は
、二
・
二
・
三
字
を
守
っ
た
法
が
良
い
。

　
　

｢

端
座
正
身
動
逸
懐｣

と
し
た
。

　
　
（
添
削
詩
）

淑●

●気
和○

○風
元○

旦●

◎梅　
淑
気
風
に
和
す
元
旦
の
梅

壺●

○中
枝○

●上
放●

○香
開◎　

壺
中
の
枝
上
香
り
を
放
っ
て
開
く

新○

○年
佛●

●法
無○

○

●
差
別　
新
年
の
佛
法
に
差
別
な
し

端○

●

●

○

坐
正
身
動●

●

◎
逸
懐　
端
坐
正
身
逸い

っ

懐か
い

を
動
か
す

（
淑
気
和
風
）
梅
の
甘
い
香
り
が
風
に
そ
よ
そ
よ
と
流
れ

て
き
た

（
壺
中
枝
上
）
早
梅
の
枝
を
さ
し
た
壺

（
無
差
別
）
仏
法
で
は
、
今
日
は
良
い
日
だ
悪
い
日
だ
は

な
い

（
動
逸
懐
）
あ
ま
り
の
心
地
よ
さ
に
、
坐
し
て
み
た
も
の

の
思
わ
ず
気
ま
ま
な
思
い
が
出
て
し
ま
う

知
　
足
　
集
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二
、「
年
頭
偶
成
」

�

佐
々
木
耕
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
平
四
支
）

新○

○春
山○

●寺
早●

梅○

◎披　
新
春
の
山
寺
早
梅
披ひ

ら

く

薄●

●志
愚○

○僧
独●

●賦
詩◎　

薄
志
の
愚
僧
独
り
詩
を
賦ふ

す

欲●

●制
毒●

○龍
禅○

●

●
定
遠　
毒
龍
を
制
せ
ん
と
欲ほ

っ
す
る
も
禅
定
は
遠
し

鐘○

○

●

●

声
一
杵
寸●

○

◎
心
知　
鐘
声
一い

っ

杵し
ょ

寸す
ん

心し
ん

知
る

　
　
（
評
）

〇　

新
年
の
お
寺
で
の
作
詞
風
景
を
詠
ん
で
い
る
佳
句
。

〇　

�

薄
志
の
愚
僧
は
、あ
ま
り
に
も
遜

へ
り
く
だり

す
ぎ
の
感
あ
り
、

　
　

懈げ

怠た
い

の
衲の

う

僧そ
う

と
し
た
。

〇　

�

三
句
目
、「
禅
定
遠
」
を
「
調
御
難
」
と
す
る
と
龍

を
制
す
と
の
結
び
つ
き
が
良
く
な
る
。

　
　
（
添
削
詩
）

新○

○春
山○

●寺
早●

梅○

◎披　
新
春
の
山
寺
早
梅
披ひ

ら

く

懈●

●怠
衲○

○僧
独●

●賦
詩◎　

懈
怠
の
衲
僧
独
り
詩
を
賦ふ

す

欲●

●制
毒●

○龍
調○

●

●
御
難　
毒
龍
を
制
せ
ん
と
欲ほ

っ
す
る
も
調

ち
ょ
う

御ご
は
難か

た
し

鐘○

○

●

●

声
一
杵
寸●

○

◎
心
知　
鐘
声
一い

っ

杵し
ょ

寸す
ん
し
ん心

知
る

（
懈
怠
）
な
ま
け
も
の

（
衲
僧
）
和
尚

（
賦
詩
）
詩
を
作
る

（
制
毒
龍
）
安
禅
毒
龍
を
制
す
、
心
中
の
煩
悩
を
払
う

（
調
御
）
思
い
の
通
り
に
操
る

（
一
杵
）
ひ
と
突
き
、
一
声

（
寸
心
）
我
が
心
、
遜
っ
て
言
う
。
気
が
つ
い
た
。

三
、「
賀
偈
」

�

佐
々
木
耕
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
平
十
一
真
）

淑●

●気
巡○

○堂
改●

歳●

◎辰　
淑

し
ゅ
く

気き

巡
堂
す
改
歳
の
辰

微○

○吟
拙●

●偈
挙●

○杯
頻◎　
微
か
に
拙
偈
を
吟
じ
杯
を
挙
ぐ
る
こ
と
頻し

き
り
な
り

寺●

○庭
無○

●恙
慈○

○

●
恩
洽　
寺
庭
恙つ

つ
がな

く
慈
恩
洽あ

ま
ねし

峰○

●

○

○

澤
山
頭
萬●

●

◎
物
新　
峰
澤
山
頭
萬
物
新
た
な
り

　
　
（
評
）

○　

�

新
年
の
瑞
気
が
四
辺
に
満
ち
て
い
る
師
寮
寺
の
様

子
、｢

巡
堂｣
を
「
満
堂
」
と
し
た
。

〇　

吟
拙
偈
は
、
吟
一
偈
の
方
が
自
然
。

〇　

�

杯
を
挙
げ
る
を
、
杯
を
重
ね
る
に
し
た
。
頻し

き

り
の
感

じ
。

　
　
（
添
削
詩
）

淑●

●気
満●

○堂
改●

歳●

◎辰　
淑

し
ゅ
く

気き

堂
に
満
つ
改
歳
の
辰

微○

○吟
一●

●偈
重●

○杯
頻◎　
微
か
に
一
偈
を
吟
じ
杯
を
重
ね
る
こ
と
頻し

き
り
な
り

寺●

○庭
無○

●恙
慈○

○

●
恩
洽　
寺
庭
恙つ

つ
がな

く
慈
恩
洽あ

ま
ねし

峰○

●

○

○

澤
山
頭
萬●

●

◎
物
新　
峰
澤
山
頭
萬
物
新
た
な
り

（
改
歳
辰
）
新
年
、
改
ま
っ
た
年

（
重
杯
）
お
屠
蘇
を
い
た
だ
く

（
寺
庭
無
恙
）
家
庭
内
が
平
穏
な
こ
と
こ
そ
幸
せ
な
こ
と

（
慈
恩
洽
）
福
城
寺
方
丈
さ
ま
の
家
風
が
伝
わ
っ
て
く
る

（
峰
澤
山
）
峰
吉
川
福
城
寺
様
の
山
号

四
、「
涅
槃
会
」

�

佐
々
木
耕
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
平
一
先
）

為○

●自
灯○

○明
五●

十●

◎年　
自
ら
を
灯
明
と
な
し
て
五
十
年

衆●

○生
帰○

●命
古●

○今
伝◎　

衆
生
帰
命
し
て
古
今
に
伝
う

世●

○尊
入●

●滅
有●

○

●
情
哭　
世
尊
は
入
滅
し
有
情
は
哭
す
る
も

吾○

●

●

○

等
法
孫
耕○

●

◎
福
田　
吾
等
法
孫
福
田
を
耕
さ
ん

　
　
（
評
）

〇　

釈
尊
最
後
の
説
法
が「
自
灯
明
・
法
灯
明
」で
あ
っ
た
。
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〇　
�

二
十
九
歳
で
悟
り
を
開
か
れ
て
よ
り
八
十
歳
の
入
滅

ま
で
「
唯
我
独
尊
」
の
教
え
を
説
き
続
け
ら
れ
た
。

〇　

�「
独
尊〇

」
と
使
っ
た
の
で
、「
世
尊〇

入
滅
」
を
「
雙
林

示
寂
」と
し
た
。
サ
ラ
の
木
の
間
に
横
た
わ
る
様
子
。

〇　

�

遠
孫
の
一
人
と
し
て
釈
尊
の
教
え
を
伝
え
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

〇　

｢

吾
等｣

は
、｢
同
道｣

と
し
た
。

　
　
（
添
削
詩
）

親○

●化
独●

○尊
五●

十●

◎年　
独ど

く
そ
ん尊

を
親し

ん

化け

し
て
五
十
年

衆●

○生
帰○

●命
古●

○今
伝◎　

衆
生
帰
命
し
て
古
今
に
伝
う

雙○

○林
示●

●寂
有●

○

●
情
哭　
雙
林
に
示
寂
し
有
情
は
哭
す
る
も

同○

●

●

○

道
法
孫
耕○

●

◎
福
田　
同
道
の
法
孫
福
田
を
耕
さ
ん

（
独
尊
）
独
り
尊
し
、
天
上
天
下
唯
我
独
尊
の
教
え
こ
そ

釈
尊
の
真
骨
頂

（
帰
命
）
帰
依
に
同
じ

（
同
道
）
同
道
の
善
知
識

（
福
田
）
種
を
蒔
け
ば
必
ず
実
り
が
あ
る
よ
う
に
、
仏
に

供
養
す
れ
ば
福
報
を
受
け
る
福
田
を
耕
そ
う
。

五
、「
偶
成
」

�

袴
田
俊
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
平
十
一
真
）

深○

○山
小●

●寺
又●

逢○

◎春　
深し

ん
ざ
ん山

の
小

し
ょ
う

寺じ

又ま
た

春は
る

に
逢あ

う

萬●

●樹
開○

○花
香○

●雪
新◎　

萬ば
ん

樹じ
ゅ

花は
な

開ひ
ら

い
て
香こ

う
せ
つ雪

新あ
ら

た
な
り

莫●

●嘆
依○

○然
生○

●

●
計
拙　
嘆な

げ

く
な
か
れ
依い

然ぜ
ん

生せ
い

計け
い

拙つ
た

な
し
と

紅○

○

●

●

塵
酌
酒
足●

○

◎
忘
貧　
紅こ

う
じ
ん塵に

酒さ
け

を
酌く

め
ば
貧ひ

ん
を
忘わ

す
る
る
に
足た

る

　
　
（
評
）

〇　

こ
の
詩
全
体
に
よ
く
ま
と
ま
っ
た
詩
。

〇　

�

承
句
「
香
雪
」
は
「
花
」
の
意
味
に
て
「
開
花
」
と

重
な
り
冗
字
な
の
で
こ
れ
を
「
映
日
新
」
と
す
れ
ば

す
っ
き
り
す
る
。

〇　

転
・
結
の
二
句
、
作
者
の
心
情
を
吐
露
し
て
よ
い
。

　
　
（
添
削
詩
）

深○

○山
小●

●寺
又●

逢○

◎春　
深し

ん
ざ
ん山
の
小

し
ょ
う

寺じ

又ま
た

春は
る

に
逢あ

う

萬●

●樹
開○

○花
映●

●日
新◎　
萬ば

ん
樹じ

ゅ
花は

な
開ひ

らい
て
日ひ

に
映は

え
て
新あ

ら
た
な
り

莫●

●嘆
依○

○然
生○

●

●
計
拙　
嘆な

げ

く
な
か
れ
依い

然ぜ
ん

生せ
い

計け
い

拙つ
た

な
し
と

紅○

○

●

●

塵
酌
酒
足●

○

◎
忘
貧　
紅こ

う
じ
ん塵に

酒さ
け

を
酌く

め
ば
貧ひ

ん
を
忘わ

す
る
る
に
足た

る

（
映
日
新
）
日
の
光
に
映
え
て
新
鮮
だ

（
依
然
）
相
変
わ
ら
ず

（
生
計
拙
）
な
り
わ
い
が
ま
ず
い

（
紅
塵
）�

日
光
に
照
ら
さ
れ
て
赤
く
見
え
る
土
ほ
こ
り
。

転
じ
て
に
ぎ
や
か
な
町
の
中

六
、「
観
桜
偶
成
」

�

渡
辺
紫
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
平
十
一
真
）

細●

●草
青○

○青
堂○

宇●

◎隣　
細さ

い
そ
う草

青せ
い
せ
い青

た
り
堂ど

う

宇う

の
隣と

な

り

桜○

○花
爛●

●漫
与●

○誰
親◎　
桜お

う
花か

爛ら
ん

漫ま
ん

誰た
れ

と
と
も
に
か
親し

た
し
ま
ん

情○

○多
最●

●恨
華○

○

●
無
語　
情

じ
ょ
う

多お
おく

し
て
最

も
っ
とも

恨う
ら

む
華は

な
に
語

こ
と
ば

無な

き
を

微○

●

○

○

酔
方
知
友●

●

◎
有
真　
微び

酔す
い

し
て
方ま

さ
に
知し

る
友と

も
に
真し

ん
有あ

る
を

　
　
（
評
）

〇　

�

起
句
、
桜
花
の
開
く
要
因
は
東
風
に
あ
る
。
暖
か
い

東
風
が
吹
き
、
啼
く
鳥
の
時
節
、
桜
は
開
花
す
る
。

〇　

�

承
句
下
三
字
「
与
誰
親
」
よ
り
は
、
桜
が
咲
い
て
い

る
さ
ま
を
詠
じ
た
方
が
よ
い
。
従
っ
て
「
現
天
真
」

と
し
た
。

〇　

�

転
句
下
三
字
「
華
無
語
」
は
着
眼
よ
ろ
し
。
上
四
字

は
「
莫
愁
縦
使
」
と
代
え
た
。

〇　

�

結
句
下
三
字
「
友
有
真
」
は
、
今
一
つ
「
華
無
語
」

と
連
結
悪
し
。「
鶯
作
賓
」
と
す
れ
ば
よ
い
。
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（
添
削
詩
）

陣●

●陣
東○

○風
啼○

鳥●

◎頻　
陣じ

ん
じ
ん陣
た
る
東と

う
ふ
う風
啼て

い

鳥ち
ょ
う

頻し
き

り
な
り

桜○

○花
爛●

●漫
現●

○天
真◎　

桜お
う

花か

爛ら
ん

漫ま
ん

天て
ん
し
ん真

を
現げ

ん

ず

莫●

○愁
縦●

●使
華○

○

●
無
語　
愁う

れ
え
る
こ
と
莫な

か
れ
た
と
え
華は

な
に
語

こ
と
ば

無な

く
も

微○

●

○

○

酔
方
知
鶯○

●

◎
作
賓　
微び

酔す
い

し
て
方ま

さ
に
知し

る
鶯

う
ぐ
い
すの

賓ひ
ん

と
な
る
を

（
現
天
真
）
か
ざ
り
け
が
な
く
思
う
ま
ま
に
お
の
れ
を
表

現
す
る

（
鶯
作
賓
）「
華
無
語
」
に
対
す
る
語
。
花
は
語
ら
ず
と
も
、

き
れ
い
な
声
で
囀
る
鶯
が
お
客
と
な
っ
て
来
て
い
る
で
は

な
い
か

七
、「
佛
涅
槃
」

�

渡
辺
紫
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
平
一
先
）

三○

●界
導●

師○

○

●

◎

遷
化
縁　
三
界
の
導
師
化
縁
を
遷
し

娑○

○羅
花○

●落
作●

○

◎
哀
憐　
娑
羅
花
落
ち
て
哀
憐
を
作
す

八●

○旬
説●

●

●

○

●

法
没
蹤
跡　
八
旬
の
説
法
蹤
跡
没な

し

累●

●及
児○

○

●

●

◎

孫
教
外
傅　
累
を
児
孫
に
及
す
教
外
の
傅

　
　
（
評
）

○　

�

前
三
句
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
が
結
句
が
弱
い
の
で
代

え
た
。

　
　

�

転
句
「
八
十
年
の
お
釈
迦
様
の
説
法
は
、
遷
化
さ
れ

て
あ
と
か
た
も
な
く
な
っ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
い

や
そ
う
で
は
な
い
」
を
う
け
て
添
削
し
た
。

　
　
（
添
削
詩
）

三○

●界
導●

師○

○

●

◎

遷
化
縁　
三
界
の
導
師
化
縁
を
遷う

つ

し

娑○

○羅
花○

●落
作●

○

◎
哀
憐　
娑
羅
花
落
ち
て
哀あ

い
れ
ん憐

を
作
す

八●

○旬
説●

●

●

○

●

法
没
蹤
跡　
八
旬
の
説
法
蹤
跡
没な

し

無○

●礙
霊○

○

●

●

◎

光
満
大
千　
無む

げ礙
の
霊
光
大
千
に
満
つ

（
三
界
導
師
）
お
釈
迦
さ
ま
の
こ
と

（
遷
化
縁
）
接
化
の
縁
を
遷
す

（
哀
憐
）
あ
わ
れ
み
い
た
む　

（
八
旬
説
法
）
八
十
年
の
説
法

（
没
蹤
跡
）
あ
と
か
た
も
な
し　

（
無
礙
霊
光
）
さ
え
ぎ
る
も
の
の
な
い
す
ぐ
れ
た
本
性
の

か
が
や
き

八
、「
涅
槃
会
」

�

佐
藤
善
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
平
七
陽
）

樹●

●下
無○

○聲
蟾●

兔●

◎光　
樹
下
無
声
蟾せ

ん

兔と

の
光

金○

○棺
既●

●閉
幾●

○星
霜◎　

金
棺
既
に
閉
じ
て
幾
星
霜

児○

○孫
頂●

●礼
涅○

○

●
槃
会　
児
孫
頂ち

ょ
う

礼ら
い

す
涅
槃
の
会え

往●

●

○

○

古
来
今
不●

●

◎
曽
蔵　
往
古
来
今
曽
っ
て
蔵
さ
ず

（
評
）

〇　

静
か
な
涅
槃
の
様
子
を
う
ま
く
詠
じ
て
い
る
。

〇　

�

四
句
目
の
「
往
古
来
今
」
を
「
生
滅
去
来
」
と
す
れ

ば
曽
っ
て
蔵
さ
ぬ
真
理
が
見
え
て
く
る
。

　
　
（
添
削
詩
）

樹●

●下
無○

○聲
蟾●

兔●

◎光　
樹
下
無
声
蟾せ

ん

兔と

の
光

金○

○棺
既●

●閉
幾●

○星
霜◎　

金
棺
既
に
閉
じ
て
幾
星
霜

児○

○孫
頂●

●礼
涅○

○

●
槃
会　
児
孫
頂ち

ょ
う

礼ら
い

す
涅
槃
の
会え

生○

●

●

○

滅
去
来
不●

●

◎
曽
蔵　
生
滅
去
来
曽
っ
て
蔵
さ
ず

（
樹
下
）
サ
ラ
ソ
ー
ジ
ュ
の
下
に
横
た
わ
り
涅
槃
に
入
ら

れ
た
釈
尊

（
蟾
兔
）
お
月
様
に
は
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
兔
が
住
む
と
い

う
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（
生
滅
去
来
）
お
釈
迦
様
で
も
亡
く
な
ら
れ
る
と
い
う
真

実（
不
曽
蔵
）
真
実
は
、
な
に
も
い
つ
も
隠
れ
て
な
ん
か
い

な
い

九
、「
改
歳
」

�

佐
藤
善
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
平
十
一
真
）　

光○

○陰
無○

●間
自●

然○

◎親　
光
陰
無む

間げ
ん

自
然
に
親
し
し�

畢●

●竟
不●

○将
不●

●迎
春◎　

畢ひ
っ

竟き
ょ
う

不
将
不
迎
の
春

松●

●竹
常○

○鮮
非○

●

●
一
色　
松
竹
常
に
鮮
や
か
に
し
て
一
色
に
非
ず

梅○

○

○

●

香
充
満
改●

○

◎
年
晨　
梅
香
充
満
改
年
の
晨

　
　
（
評
）

〇　

改
年
の
晨
は
、
一
句
目
の
方
が
良
い
。

〇　

不
将
不
迎
の
春
を
迎
え
た
新
鮮
な
決
意
が
好
い
。

〇　

�

松
竹
梅
を
読
み
込
ん
だ
の
は
見
事
、
四
句
目
は
「
非

一●

色
」
と
対
句
に
し
て
「
十●

方
新
」
と
し
た
。

　
　
（
添
削
詩
）

光○

○陰
無○

●間
改●

年○

◎晨　
光
陰
無む

間げ
ん

改
年
の
晨�

畢●

●竟
不●

○将
不●

●迎
春◎　

畢
竟
不ふ

将し
ょ
う

不ふ

迎げ
い

の
春

松●

●竹
常○

○鮮
非○

●

●
一
色　
松
竹
常
に
鮮
や
か
に
し
て
一
色
に
非
ず

梅○

○

○

●

香
充
満
十●

○

◎
方
新　
梅
香
充
満
し
て
十
方
新
た
な
り

（
光
陰
無
間
）
時
は
絶
え
間
な
く
動
い
て
い
る

（
改
年
晨
）
新
し
い
年
の
朝

（
不
将
不
迎
春
）
後
悔
も
な
く
先
を
悩
む
こ
と
な
い
今
日

の
春

（
非
一
色
）
よ
く
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う

（
梅
香
充
満
十
方
新
）
甘
い
梅
の
香
り
が
境
内
に
満
ち
て
、

東
西
南
北
天
地
が
新
た
な
心
持
ち
に
し
て
く
れ
る

十
、「
元
旦
酌
与
友
」

�

福
本
光
佑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
平
十
灰
）

百●

●八
鐘○

○声
淑○

気●

◎回　
百
八
の
鐘
声
淑
気
回
る

令○

●月
佳●

○辰
花●

●色
開◎　

令
月
佳
辰
花
色
開
き

三●

○元
客●

●到
須○

○

●
歓
酔　
三
元
客
到
れ
ば
須
く
歓
酔
す
べ
し

向●

●

●

○

晩
共
傾
椒○

●

◎
酒
杯　
晩
に
向
か
ひ
て
共
に
傾
く
椒

し
ゅ
く
酒し

ゅ
の
杯

　
　
（
評
）

〇　

初
め
て
に
し
て
は
、
良
く
出
来
て
い
る
。

〇　

�

二
句
目
「
令○

月●

佳●

○辰
花●

色●

開◎

」
は
平
仄
不
可
な
の
で

「
夢●

○

●

●

●

醒
至
寺
綺
窓○

開◎

」
と
し
た
。

〇　
「
向
晩
」
は
「
対
爾
」
に
し
た
。

　
　
（
添
削
詩
）

百●

●八
鐘○

○声
淑○

気●

◎回　
百
八
の
鐘
声
淑
気
回
る

夢●

○

●

●

●

醒
至
寺
綺
窓○

開◎　

夢ゆ
め

醒さ

め
て
寺
に
至
り
綺き

窓そ
う

開
く

三●

○元
客●

●到
須○

○

●
歓
酔　
三
元
客
到
れ
ば
須
く
歓
酔
す
べ
し

対●

●

●

○

爾
共
傾
椒○

●

◎
酒
杯　
対た

い

爾じ

し
て
共
に
傾
く
椒

し
ゅ
く

酒し
ゅ

の
杯

（
百
八
鐘
声
）
除
夜
の
鐘

（
淑
気
）
新
春
の
め
で
た
く
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

（
綺
窓
）
き
れ
い
な
窓

（
三
元
）
元
旦
の
こ
と

（
対
爾
）
向
か
い
合
っ
て

（
椒
酒
）
お
屠
蘇
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す
べ
て
は
縁
で
繋
が
っ
て
い
る

秋
田
県
宗
務
所
ネ
ッ
ト
法
話
〈
７
〉

　

今
年
は
記
録
的
な
暖
冬
と
な
り
ま
し
た
。
雪
不
足
に
よ
り
冬
祭
り
が
中

止
に
な
っ
た
り
、
ス
キ
ー
場
が
閉
鎖
し
た
り
と
、
各
地
で
影
響
が
で
ま
し

た
。
関
係
者
の
方
が
神
主
さ
ん
を
呼
ん
で
降
雪
を
願
う
神
事
が
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
や
ら
今
年
は
雪
神
様
は
微
笑
ま
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
農
家
の
方
は
夏
の
渇
水
を
心
配
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
山
に

積
も
っ
た
雪
は
、
夏
場
の
貴
重
な
水
源
に
な
り
ま
す
。
雪
解
け
水
が
少
な

い
と
、
海
水
が
川
に
逆
流
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
塩
害
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
ま
た
鮎
な
ど
の
川
魚
の
生
態
に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
。
少
し
の
環
境

変
化
が
、
多
く
の
事
に
様
々
な
形
で
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
進
行
形
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
多
方
面
に
及

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
大
勢
の
方
が
命
を
落
と
さ
れ
、

そ
の
数
は
今
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
闘
病
中
の
方
は
一
日
も
早
い
回
復
を
願
い

ま
す
。
ご
家
族
の
心
中
を
察
す
る
と
、
本
当
に
胸
が
い
た
み
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
目
に
見
え
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
こ
に
感
染
の
危
険
が
あ
る
か

皆
不
安
な
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
誤
っ
た
情
報
に
流
さ
れ
て
買
い
だ
め
を

し
た
り
、
海
外
で
は
ア
ジ
ア
人
へ
の
偏
見
差
別
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
危
機
の
時
は
、
人
間
の
根
本
的
煩
悩
が
表
に
出
て
き
ま
す
。
仏

教
で
は
こ
れ
を
三
毒
と
申
し
て
、貪
（
む
さ
ぼ
り
）
瞋
（
い
か
り
）
痴
（
お

ろ
か
さ
）
の
三
つ
を
と
り
あ
げ
、
戒
め
る
よ
う
説
か
れ
ま
す
。
イ
タ
リ
ア

ミ
ラ
ノ
の
校
長
先
生
が
生
徒
達
に
送
っ
た
文
章
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
過
去
の
教
訓
か
ら
学
び
、
人
類
の
智
慧
と
理
性
を
も
っ
て
冷
静
に
対

処
す
る
こ
と
が
大
切
な
時
期
で
す
。

　

こ
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
は
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
、
最
初

の
感
染
者
は
誰
な
の
か
、
ま
る
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
犯
人
捜
し
の
よ
う
に

世
界
は
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
の
為
に
原
因
を
研
究
す
る
事
は
必

要
で
し
ょ
う
が
、
結
局
国
同
士
が
責
任
を
押
し
付
け
あ
い
、
う
や
む
や
に

な
っ
て
終
わ
る
気
が
し
ま
す
。

永
泉
寺
副
住
職　

猪　

股　

尚　

典
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お
釈
迦
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
こ
の
事
態
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

お
話
な
さ
る
で
し
ょ
う
か
。
お
釈
迦
様
が
覚
ら
れ
た
こ
の
世
の
不
変
の
真

理
「
縁
起
説
」
で
考
え
て
み
ま
す
。

　

様
々
な
解
釈
が
あ
り
ま
す
が
一
般
的
に
「
縁
起
説
」
と
は
、
あ
ら
ゆ
る

物
事
・
存
在
・
結
果
に
は
因
（
原
因
）
と
縁
（
条
件
）
が
あ
り
（
因
縁
生

起
）、そ
れ
ぞ
れ
が
関
わ
り
合
っ
て
い
る
（
衆
縁
和
合
）
と
説
明
さ
れ
ま
す
。

　

人
類
の
命
を
脅
か
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
も
、
何
か
し
ら
の
因
と
縁
が

あ
っ
て
生
ま
れ
た
事
は
真
実
で
す
。
何
も
な
い
所
か
ら
命
は
生
ま
れ
ま
せ

ん
。
命
有
る
も
の
も
無
い
も
の
も
、全
て
の
存
在
に
は
意
味
が
あ
り
ま
す
。

人
類
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
み
る
と
憎
む
べ
き
敵
で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
自
体
は

悪
意
を
も
っ
て
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
釈
迦
様
の
覚
り
の

世
界
か
ら
見
る
と
、
命
の
存
在
自
体
に
悪
い
と
か
正
し
い
と
か
の
区
別
は

あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
は
諸
行
無
常
で
あ
り
、
空
で
あ
る
が
ゆ
え
に
平
等
な

の
で
す
。

　

私
が
気
が
か
り
な
の
は
縁
（
条
件
）
で
す
。
今
年
は
太
陽
の
活
動
周
期

が
極
小
期
に
あ
た
る
そ
う
で
、
そ
れ
が
様
々
な
事
に
影
響
を
与
え
て
い
る

と
説
く
科
学
者
も
い
ま
す
。
そ
れ
は
人
類
の
手
に
お
え
る
所
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
う
で
は
な
く
人
為
的
な
も
の
に
よ
る
急
激
な
自
然
の
変
化
こ

そ
考
え
る
べ
き
で
す
。
昨
今
大
変
問
題
に
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化
は
今

年
の
暖
冬
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
大
規
模
な
山
火
事
に
も
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
中
国
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
Ｐ
Ｍ
2.5
に
代
表
さ
れ
る
環
境

問
題
も
然
り
で
す
。
そ
う
い
っ
た
人
為
的
で
急
激
な
変
化
が
、
ウ
イ
ル
ス

発
生
の
条
件
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
事
は
自
然
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

世
界
各
国
で
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（SD

Gs

）」
が
掲
げ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
人
類
の
子
孫
だ
け
で
は
な
く
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
子

孫
達
に
ま
で
思
い
を
巡
ら
す
仏
様
の
教
え
と
生
き
方
こ
そ
、
今
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
「
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
幸
せ
で
あ
れ
」『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
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唯
だ
揀
択
を
嫌
う
？

�

松
雲
寺
副
住
職
　
中
　
村
　
智
　
信

　
―
法
事
に
参
列
の
女
性

　
御
焼
香
の
香
炉
を
廻
す
と
、
後
ろ
で
話

し
声
―

　
「
私
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
か
ら
焼
香
は
で

き
ま
せ
ん
。」

　
（
ふ
〜
ん
、
そ
う
い
う
も
ん
か
…
。）

　
次
の
日
、
納
棺
に
伺
っ
た
お
宅
に
て

　
―
ウ
ィ
リ
ア
ム
（
仮
名　
絶
対
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
）

　
納
棺
め
っ
ち
ゃ
手
伝
う
、
鞋
の
紐
を
結

ぶ
の
に
戸
惑
う
、
焼
香
し
て
合
掌
、
し
っ

か
り
低
頭
。
曰
く

　
「
言
葉
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
大
切
な

も
の
は
伝
わ
っ
て
き
た
よ
。」（
通
訳
奥
様
）

　
―
お
斎
の
席
に
て
、
お
酌
に
き
て
く
れ

た
男
性

　
「
こ
な
い
だ
本
屋
に
い
っ
た
ら
『
と
ら

わ
れ
な
い
生
き
方
の
指
南
書
』
っ
て
の
が

売
っ
て
て
笑
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
。」
指
南
さ

れ
た
ら
と
ら
わ
れ
ま
す
よ
ね
。

　
―
長
女
（
５
歳
）　

　

年
末
、
観
音
堂
の
大
掃
除
お
手
伝
い
。

終
わ
っ
て
、
鈴
を
鳴
ら
し
て

　
「
サ
ン
タ
さ
ん
来
ま
す
よ
う
に
。」

　
―
観
世
音
菩
薩
即
ち
サ
ン
タ
身
を
現
じ

て
〜

　
―
再
度
お
斎
に
て
、
男
性

　
「
世
の
中
の
い
ろ
ん
な
宗
教
は
他
を
認

め
な
い
で
争
い
事
ば
か
り
。
そ
れ
に
比
べ

て
仏
教
は
大
ら
か
で
良
い
よ
ね
、
オ
レ
仏

教
以
外
の
宗
教
は
絶
対
認
め
た
く
な
い

よ
。」
大
ら
か
に
。

　

キ
リ
ス
ト
教
保
育
園
に
通
う
女
の
子

（
４
歳
）

　
お
勤
め
お
わ
り
の
お
坊
さ
ん
を
お
見
送

り
　
「
あ
り
が
と
う
マ
リ
ア
様
、
さ
よ
う
な

ら
！
」

　
さ
よ
う
な
ら
。

非ひ

思し

量
り
ょ
う

�

重
福
寺
副
住
職
　
國
　
安
　
格
　
道

　

平
成
元
号
最
後
の
年　

２
０
１
９
年
、

大
リ
ー
グ
、
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
が

45
歳
で
現
役
を
引
退
し
た
。
イ
チ
ロ
ー
氏

か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
は
、
●
自
分
に

と
っ
て
大
切
な
の
は
自
分
●
自
分
自
身
が

何
を
し
た
い
の
か
を
、
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
●
大
切
な
の
は
、
自
分
の
持
っ
て
い

る
も
の
を
活
か
す
こ
と
等
々
。
す
べ
て
の

ベ
ク
ト
ル
は
自
分
に
む
け
ら
れ
、
只
管
に

ヒ
ッ
ト
一
本
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
費
や

さ
れ
て
き
た
。
自
分
の
目
の
前
に
あ
る

問
題
と
向
き
合
い
、
点
を
う
ち
続
け
た

（C
onnecting�the�dots

点
と
点
を

つ
な
ぐ
）
非
凡
な
人
だ
と
思
う
。
そ
の
イ

チ
ロ
ー
氏
が
、
指
導
者
と
な
る
資
格
習
得

の
た
め
の
研
修
会
を
一
般
の
受
講
者
と
共

に
真
剣
に
受
講
し
た
と
い
う
。
道
を
究
め

た
人
に
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
と
驚
か

さ
れ
た
が
、
飽
く
な
き
探
求
心
の
火
は
、

ま
だ
消
え
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
イ
チ

ロ
ー
氏
の
そ
ん
な
一
筋
に
生
き
る
歩
み
に

は
、
後
悔
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
な
い
！
と
推

察
す
る
。　

【
そ
れ
は
、
心
を
奪
う
か
。

そ
れ
は
、
想
像
を
裏
切
る
か
。

そ
れ
は
、
人
生
を
揺
さ
ぶ
る
か
。

美
し
さ
に
、
答
え
は
あ
る
か
。

何
度
で
も
挑
み
続
け
ろ
。

一
瞬
も　
一
生
も　
美
し
く　

資
生
堂　

２
０
１
４
年
広
告
コ
ピ
ー
】

『
寺
院
消
滅
』
は
さ
せ
な
い
‼

�

永
蔵
寺
住
職
　
戸
　
部
　
英
　
二

　
昭
和
20
年
終
戦
の
12
月
、
上
野
か
ら
横

手
ま
で
20
数
時
間
の
汽
車
の
旅
で
た
ど
り

着
き
、
生
れ
て
初
め
て
屋
根
ま
で
届
く
雪

に
び
っ
く
り
、
そ
れ
に
言
葉
が
通
じ
な
い

の
で
、ど
こ
か
の
国
へ
来
た
感
じ
！　
『
秋

田
に
来
れ
ば
白
い
ご
飯
や
饅
頭
も
食
べ
ら

れ
る
よ
。』
と
言
う
事
で
あ
っ
た
が
、
東

─
十
六
教
区
の
皆
さ
ま
の
声
─
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京
と
そ
れ
程
変
わ
ら
な
い
生
活
が
待
っ
て

い
た
。

　
祖
父
の
弟
子
の
家
族
や
、
疎
開
の
親
戚

で
、
寺
だ
け
で
は
生
活
出
来
な
か
っ
た
の

で
、
先
住
は
東
京
で
会
社
を
設
立
し
て
寺

に
仕
送
り
を
続
け
て
い
た
。
本
土
空
襲
で

学
校
も
、
ま
と
も
に
行
け
ず
『
オ
ー
ル
不

可
』
の
転
校
生
で
は
あ
っ
た
が
、
秋
田
弁

も
す
ぐ
に
慣な

れ
餓
鬼
大
将
の
本
性
を
現
わ

す
。
小
学
高
学
年
・
中
学
の
頃
は
祖
父
と

二
人
で
葬
式
・
法
事
・
寒
行
…
…
も
や
り
、

学
校
は
二
の
次
の
時
代
で
あ
っ
た
。
中
学

二
年
の
時
、部
活
で
武
道
が
許
可
に
な
り
、

柔
道
を
始
め
る
。
高
校
で
二
段
ま
で
昇
段

し
た
の
で
駒
沢
で
は
一
年
か
ら
全
日
本
学

生
大
会
に
出
場
す
。

　
今
一
つ
の
趣
味
は
山
野
草
観
察
で
週
末

は
ど
こ
か
の
山
に
登
っ
て
い
た
の
で
、
山

岳
ガ
イ
ド
が
主
な
ア
ル
バ
イ
ト
と
な
る
。

　
昭
和
36
年
無
事
卒
業
し
、
そ
の
ま
ま
永

平
寺
に
上
山
す
る
が
、
先
住
が
昭
和
30
年

に
境
内
で
保
育
所
を
創
設
し
、
手
が
足
り

な
い
の
で
10
月
に
は
送
安
し
帰
郷
、『
帰
っ

た
ら
学
校
か
、
役
所
に
で
も
』
勤
め
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
組
寺
で
小
僧
役
が
足
り

ず
、
10
軒
程
の
寺
か
ら
声
が
か
か
り
、
主

軸
を
寺
と
保
育
所
に
し
ま
し
た
が
、
半
年

間
の
上
山
生
活
で
は
、
衆
寮
と
浴
司
の
役

で
終
っ
て
し
ま
い
、
法
式
や
声
明
も
自
信

が
無
か
っ
た
の
で
、
青
年
会
（
曹
青
）
で

も
あ
れ
ば
勉
強
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
全
曹
青・

東
北
曹
青
創
設
の
声
も
あ
り
、
昭
和
51
年

11
月
正
法
寺
で
東
北
地
区
曹
青
の
結
成
大

会
が
あ
り
、
秋
田
県
に
は
組
織
が
無
か
っ

た
の
で
私
が
連
絡
員
と
し
て
加
わ
り
県
組

織
作
り
の
事
務
局
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
会
が
あ
る
毎
に
『
県
曹
青

設
立
』
の
話
を
持
ち
出
す
も
の
で
『
こ
の

会
は
そ
ん
な
話
を
す
る
会
で
は
無
い
』
と

か
『
第
3
勢
力
を
造
る
つ
も
り
か
！
』
と

非
難
も
受
け
ま
し
た
が
、
昭
和
53
年
7
月

25
日
無
事
設
立
出
来
た
事
は
先
進
県
の
応

援
と
同
じ
志
の
仲
間
の
応
援
で
し
た
。
県

曹
青
結
成
以
来
40
数
年
の
歴
史
を
刻
ん
で

来
ま
し
た
が
、『
秋
田
県
人
の
気
性
は
物

事
を
や
り
出
す
と
全
力
投
球
す
る
県
民
で

あ
る
な
あ
』
と
、
今
日
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
秋
曹
青
活
動
に

感
謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
前
お
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
今
一
番
の
心
配
事
は
『
お
寺
が
消
え

る
』
と
言
う
本
や
テ
レ
ビ
番
組
が
多
く

な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。
読
ん
で
み
て

も
、
そ
の
通
り
と
納
得
す
る
所
が
沢
山
あ

り
ま
す
し
、
世
の
中
の
考
え
も
ど
ん
ど
ん

変
化
し
て
い
ま
す
。
昔
は
『
十
年
一ひ
と

昔む
か
し』

と
言
わ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
近
頃
は
3
年

先
が
読
め
ま
せ
ん
。
私
も
今
年
で
66
期
生

を
迎
え
た
保
育
所
を
経
営
し
て
お
り
ま

す
。
園
の
経
営
も
寺
の
経
営
も
同
じ
で
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
１
１
０
人

定
員
で
30
名
近
い
職
員
で
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
が
、
少
子
化
時
代
に
入
り
、
ど
ん
ど

ん
廃
園
や
統
合
が
進
ん
で
い
る
時
代
で
す

の
で
、
利
用
者
の
希
望
に
添
う
事
が
大
事

で
す
。
仏
教
保
育
は
お
寺
の
関
係
者
に
は

得
意
と
す
る
分
野
で
す
。
坐
禅
指
導
、
花

ま
つ
り
、稚
児
行
列
…
…
と
独
壇
場
で
す
。

又
秋
田
県
は
移
住
す
る
人
口
が
増
え
て
お

り
ま
す
が
、
私
は
『
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
永
蔵
寺
の
檀
家
で
す
よ
。』
と
言
っ
て

年
に
2
〜
4
回
の
寺
報
を
全
国
の
檀
家
さ

ん
に
発
送
し
ま
す
。〝
墓
じ
ま
い
〟
す
る

人
も
お
り
ま
せ
ん
し
離
檀
者
も
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
代
り
、
連
休
に
は
遠
方
か
ら
の

葬
儀
、
納
骨
法
事
で
忙
し
く
な
り
ま
す
。

　

次
の
問
題
は
絶
家
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
結
婚
を
し
な
い
世
代
が
多
く
な
っ
た

の
が
一
因
で
す
が
、
何
世
代
も
寺
と
の
関

係
が
あ
り
ま
す
の
で
位
牌
壇
を
片
づ
け
る

訳
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
出
来
る
方
に
は
永

代
供
養
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
趣
味
ま
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、

そ
の
事
に
よ
っ
て
仲
間
が
得
ら
れ
勉
強
に

な
り
ま
す
の
で
、
声
が
か
か
れ
ば
何
で
も

受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
80
才
の
定
年
で

公
職
は
降
り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
趣
味
の
会
は
続
け
て
お
り
ま
す
。
人
生

百
年
時
代
と
言
わ
れ
る
今
日
、
次
は
何
を

す
る
か
も
射
程
に
入
れ
る
事
は
『
寺
を
消

さ
な
い
』
一
法
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

晨
朝
覚
悟

�

曹
渓
寺
住
職
　
蛭
　
川
　
学
　
佑

　
当
山
に
お
き
ま
し
て
は
、
約
十
年
前
の

庫
裏
並
び
に
諸
堂
工
事
、
先
代
住
職
の
晋

山
結
制
法
要
に
始
ま
り
、
一
昨
年
の
先
代

住
職
の
三
回
忌
法
要
、
私
の
晋
山
結
制
法

要
を
勤
め
る
ま
で
の
間
、
毎
年
の
様
に
特

別
な
行
事
や
事
業
、
様
々
な
出
来
事
が

あ
っ
た
十
年
間
で
御
座
い
ま
し
た
。

　
今
思
い
起
こ
し
て
み
る
と
、自
分
の
事
、

家
族
の
事
、
お
寺
の
事
、
小
さ
な
事
か
ら

大
き
な
事
ま
で
よ
く
ま
あ
こ
れ
だ
け
続
い
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な
っ
た
。
友
達
の
中
に
は
寒
村
の
寺
に
引

き
籠
り
只
管
打
坐
の
毎
日
を
送
っ
て
い
る

方
も
い
る
し
、
私
も
年
相
応
の
何
か
に
励

ん
で
み
る
か
と
考
え
て
み
た
が
立
派
な
事

は
何
も
浮
か
ん
で
こ
な
い
し
又
、
現
実
も

許
し
て
く
れ
な
い
。

　
今
年
は
春
の
訪
れ
も
早
く
家
内
と
一
緒

に
世
間
話
を
し
な
が
ら
境
内
の
掃
除
に
勤

し
ん
で
い
る
。
家
内
は
私
よ
り
上
手
で
進

む
の
が
速
い
。
な
ぜ
な
ら
右
手
も
左
手
も

利
き
手
で
重
宝
し
て
い
る
よ
う
だ
。
二
人

で
が
ん
ば
っ
て
も
雑
草
は
次
か
ら
次
と
出

没
す
る
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
ふ
と
先
達
の

著
し
た
本
を
思
い
出
し
た
。「
人
間
の
煩

悩
は
次
か
ら
次
と
出
て
く
る
も
の
で
煩
悩

無
尽
請
願
断
と
い
っ
て
も
断
じ
き
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
煩
悩
を
身
近

に
お
い
て
共
生
し
一
緒
に
遊
べ
」
と
説
い

て
い
た
こ
と
を
。

　
沈
黙
し
無
心
に
草
を
取
り
除
い
て
い
る

時
は
無
我
の
境
地
に
入
り
何
か
し
ら
坐
禅

に
通
じ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
し
か
し
陽
が

傾
い
て
く
る
頃
は
今
晩
も
又
、
家
内
が
心

を
込
め
て
？
燗
し
て
く
れ
る
一・
五
合
と

決
め
て
い
る
晩
酌
が
お
い
し
い
だ
ろ
う
な

ど
と
た
わ
い
も
な
い
煩
悩
と
一
緒
に
掃
除

仏
法
に
精
進
し
て
い
る
。

　
話
は
変
わ
る
が
最
近
県
外
の
友
達
か
ら

よ
く
言
わ
れ
る
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
ナ

ム
カ
ラ
タ
ン
ノ
ー
ま
だ
や
っ
て
い
る
の

か
、
も
う
そ
ろ
〳
〵
い
い
だ
ろ
う
」
と
。

よ
く
み
れ
ば
皆
東
堂
に
な
っ
た
人
ば
か
り

だ
。
住
職
五
十
数
年
勤
続
し
て
い
る
と
そ

の
言
葉
が
つ
く
づ
く
身
に
し
み
る
。
私
も

そ
の
仲
間
に
入
り
た
い
が
な
か
〳
〵
思
う

よ
う
に
い
か
な
い
。
今
後
の
諸
々
の
事
を

考
え
な
が
ら
ナ
ム
カ
ラ
タ
ン
ノ
ー
と
今
日

も
又
、木
魚
を
た
た
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
所
報
に
は
八
年
連
続
で
拙
い
文
章
を
載

せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
も
う

寄
稿
す
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
と
ゆ
っ
く

り
し
て
い
た
ら
あ
り
が
た
い
こ
と
に
又
、

又
き
た
。
―
―
妄
言
。
猛
言
。

　
す
ば
ら
し
い
一
二
六
号
の
発
刊
と
な
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
今
興
味
の
あ
る
こ
と

�

龍
泉
寺
住
職
　
佐
々
木
　
誠
　
宗

　
「
心
理
的
応
急
処
置
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
）
と
い

う
支
援
の
仕
方
が
あ
る
そ
う
で
す
。
早
速

講
習
を
受
け
て
み
よ
う
と
昨
年
暮
れ
あ
た

た
も
の
だ
と
我
な
が
ら
思
い
ま
す
。
そ
の

中
に
は
喜
び
に
包
ま
れ
た
出
来
事
も
あ
れ

ば
、
只
々
悲
し
く
辛
い
事(

自
分
の
不
始

末
に
よ
る
も
の
も
多
々
あ
り
ま
す)

も
あ

り
ま
し
た
が
、
一
つ
だ
け
間
違
い
な
く
言

え
る
事
は
、
い
つ
の
時
も
今
の
こ
の
問
題

が
解
決
す
れ
ば
明
日
は
き
っ
と
良
い
日
に

な
る
、
き
っ
と
楽
に
な
れ
る
と
思
い
な
が

ら
過
ご
し
て
来
た
と
い
う
事
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
些
末
な
問
題
も
含

め
、
一
つ
の
問
題
が
解
決
し
て
も
不
思
議

と
（
不
思
議
で
も
何
で
も
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
）次
か
ら
次
に
新
た
な
問
題
や
、

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
が
起
き
て
来
ま

す
。
さ
す
が
に
三
年
前
の
先
代
住
職
一
周

忌
法
要
の
頃
に
は
疲
れ
も
た
ま
り
、
う
ん

ざ
り
と
し
た
先
の
見
え
な
い
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
事
で
す
。
地

域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
、
私
が
二
十

代
の
頃
修
行
さ
せ
て
頂
い
た
岩
手
県
奥
州

市
の
正
法
寺
に
参
拝
し
、
山
主
老
師
の
御

法
話
を
お
聞
き
す
る
機
会
が
御
座
い
ま
し

た
。

　

そ
の
御
法
話
の
中
で
山
主
老
師
曰
く

「
皆
様
は
自
分
の
死
の
瞬
間
を
ど
う
想
像

し
ま
す
か
？　
私
に
も
現
実
に
は
ど
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
仏
教
徒
で
あ
り

僧
侶
で
あ
り
ま
す
の
で
、
私
が
死
を
迎
え

る
時
に
は
お
釈
迦
様
と
今
は
亡
き
師
匠
が

必
ず
や
枕
元
に
私
を
迎
え
に
来
て
く
れ
ま

す
。
そ
し
て
一
言
肩
を
叩
い
て
、
良
く
頑

張
っ
た
と
褒
め
て
く
れ
ま
す
。
私
は
か
く

成
る
べ
く
固
く
そ
う
信
じ
て
、
苦
し
み
な

が
ら
も
毎
日
精
進
致
し
て
お
り
ま
す
」と
。

　
ま
る
で
私
の
心
を
見
透
か
さ
れ
た
か
の

様
な
、
優
し
く
も
あ
る
意
味
厳
し
い
言
葉

の
警
策
に
、
私
の
迷
い
は
涙
と
変
わ
り
、

改
め
て
己
の
弱
さ
に
気
付
か
さ
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

　
晨
朝
覚
悟　
当
願
衆
生　
一
切
知
覚　

不
捨
十
方

　
昏
夜
寝
息　
当
願
衆
生　
休
息
諸
行　

心
浄
無
穢

　
肝
を
据
え
て
当
山
四
十
一
世
住
職
を
勤

め
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
己
を
叱

咤
す
る
毎
日
で
御
座
い
ま
す
。

ナ
ム
カ
ラ
タ
ン
ノ
ー

�

西
光
寺
住
職
　
嵯
　
峨
　
宗
　
一

　
昨
年
か
ら
い
ろ
〳
〵
な
役
職
も
辞
し
時

間
的
に
も
比
較
的
余
裕
が
持
て
る
よ
う
に
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を
好
き
で
よ
く
見
て
い
る
。

　
あ
る
日
、
こ
れ
ま
で
の
旅
の
中
で
視
聴

者
が
「
も
う
一
度
見
た
い
」
と
い
う
映
像

が
流
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
は
北
海
道
旭
川
市
に
あ
る
射
的
山

と
い
う
小
高
い
丘
に
登
っ
て
、
思
い
出
の

小
学
校
を
見
る
場
面
だ
っ
た
。
そ
の
丘
に

登
る
ま
で
の
途
中
、
偶
然
出
会
っ
た
小
学

校
3
年
生
の
「
は
つ
ね
ち
ゃ
ん
」
と
の
出

会
い
が
、
正
平
さ
ん
に
と
っ
て
、
ま
さ
に

忘
れ
え
ぬ
心
の
風
景
に
な
っ
て
い
く
の
で

あ
っ
た
。

　
は
つ
ね
ち
ゃ
ん
と
正
平
さ
ん
は
一
緒
に

丘
の
頂
上
に
登
り
、
ベ
ン
チ
に
腰
を
か
け

て
、
見
晴
ら
し
の
良
い
田
園
風
景
と
、
そ

の
奥
に
あ
る
小
学
校
を
見
下
ろ
し
て
い

た
。
そ
の
時
、
は
つ
ね
ち
ゃ
ん
は
遠
く
を

見
渡
し
な
が
ら
思
わ
ぬ
言
葉
を
口
に
し

た
。

　
「
風
が
吹
い
て
い
る
か
ら
田
ん
ぼ
が
な

ん
か
動
い
て
い
る
」
と
。

　
そ
れ
に
応
え
て
正
平
さ
ん
は
言
っ
た
。

　
「
あ
れ
は
風
の
足あ
し
跡あ

と
だ
よ
」

　
「
う
ー
ん
」と
考
え
て
い
る
は
つ
ね
ち
ゃ

ん
。

　
「
風
が
足
跡
を
つ
け
て
動
い
て
い
る
だ

ろ
」

　
は
つ
ね
ち
ゃ
ん
は
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

「
う
ん
」
と
答
え
た
。
映
像
は
田
ん
ぼ
の

上
を
風
が
吹
き
渡
っ
て
い
く
様
子
を
と
ら

え
て
い
た
。

　
正
平
さ
ん
の
「
風
の
足
跡
」
と
は
何
と

も
味
わ
い
深
い
言
葉
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
お
た
が
い
の
心
が
共
に
通
い
合
っ
て
い

く
時
間
が
さ
ら
に
よ
い
。

　
私
は
こ
の
場
面
を
見
な
が
ら
、
禅
問
答

に
出
て
く
る
よ
き
師
匠
と
よ
き
弟
子
の
出

会
い
に
似
た
雰
囲
気
を
感
じ
た
。
問
答
の

な
か
で
大
事
な
こ
と
は
、
弟
子
が
ど
の
よ

う
な
師
匠
に
出
会
う
か
で
あ
る
。
力
量
の

あ
る
良
き
師
に
め
ぐ
り
会
え
る
こ
と
は
、

求
め
た
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
か
な
う
こ

と
で
は
な
い
。

　
そ
う
思
う
と
二
人
の
出
会
い
は
、
ま
さ

し
く
「
一
期
一
会
」
で
あ
る
。
そ
の
証
拠

に
収
録
後
、正
平
さ
ん
は「
天
使
に
出
会
っ

た
」
と
回
想
し
て
い
た
。

り
か
ら
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
も
そ
も
講
習
会
自
体
が
頻
雑
に
開

催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
開
催
さ
れ
た
と
し
て

も
既
に
定
員
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
と
は
い
え
、
そ
の
お
か
げ
で
ち
ょ
っ

と
一
拍
お
い
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ

た
感
じ
で
す
。

　
「
心
理
的
応
急
処
置
」
と
は
『
危
機
的

な
出
来
事
に
見
舞
わ
れ
て
苦
し
ん
で
い
る

人
の
、
心
理
的
回
復
を
支
え
る
た
め
の
、

人
道
的
、
支
持
的
、
か
つ
実
際
の
役
に
立

つ
様
々
な
支
援
を
ま
と
め
た
も
の
』
だ
そ

う
で
、
そ
の
内
容
は
実
に
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
傾
聴
。
苦
し
み
の
吐
露
に

た
い
し
て
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
傾
聴
だ

そ
う
で
す
。が
、実
際
に
は
世
の
風
潮
だ
っ

た
り
、
身
近
な
人
の
慰
め
の
言
葉
だ
っ
た

り
、
全
て
の
人
や
も
の
が
そ
の
人
の
思
い

を
「
傾
聴
だ
け
」
し
て
い
る
の
で
は
な
い

と
い
う
の
が
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
が
現
実
だ
か
ら
こ
そ
、
逆
に
言

葉
を
求
め
ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私

ど
も
が
僧
侶
だ
か
ら
。
素
人
で
は
な
い
そ

の
道
の
プ
ロ
に
「
そ
う
だ
ね
」
あ
る
い
は

「
そ
れ
は
違
う
よ
」
と
い
っ
て
ほ
し
い
、

そ
う
い
っ
た
願
い
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
す
。

　
『
苦
し
ん
で
い
る
人
の
心
理
的
回
復
』

と
い
う
点
で
い
え
ば
、
我
々
僧
侶
は
そ
う

い
う
方
に
あ
る
意
味
も
っ
と
も
近
い
位
置

に
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
は
医
師
で
も
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
で
も
な
く
、
だ
か
ら
身
体
や
心

の
治
療
は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
僧
侶
だ

か
ら
、
僧
侶
と
し
て
の
言
葉
は
も
っ
て
い

る
。
私
ど
も
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
の

僧
侶
と
し
て
の
本
分
に
し
た
が
っ
て
の
言

葉
な
の
だ
と
、
今
更
な
が
ら
認
識
を
強
く

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
だ
日
は
暮
れ
て
い
な
い
の
で
、
道
が

遠
い
の
だ
け
は
し
っ
か
り
見
え
る
、
こ
こ

で
駆
け
よ
う
か
牛
歩
で
行
こ
う
か
。
と
に

か
く
、
何
を
学
ぶ
に
し
ろ
「
ま
ず
は
や
る

こ
と
を
や
っ
て
か
ら
」
と
い
う
こ
と
が
大

切
で
す
ね
。

火
野
正
平
、
天
使
に
出
会
う

�

永
泉
寺
住
職
　
寿す

松ず

木き

　
宏
　
毅

　

Ｂ
Ｓ
放
送
で
俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん

が
、
全
国
各
地
を
自
転
車
に
乗
っ
て
訪
ね

る
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
の
番
組

　
　
※�

当
コ
ー
ナ
ー
の
掲
載
順
は
原
稿
到

着
順
で
す
。
ま
た
、
肩
書
き
と
ご

氏
名
は
原
稿
に
準
じ
ま
し
た
。
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過
疎
対
策
準
備
室

　
　

秋
田
県
現
地
視
察
の
報
告

　

令
和
二
年
一
月
十
五
日
、
秋
田
県
宗
務

所
・
禅
セ
ン
タ
ー
に
於
て
、
宗
務
庁
「
過

疎
地
域
に
お
け
る
宗
門
寺
院
の
問
題
に
関

す
る
対
策
準
備
室
」（
以
下
、
準
備
室
）

に
よ
る
意
見
交
換
の
た
め
の
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
た
。
準
備
室
か
ら
は
中
村
見
自
室

長
、
衣
笠
晃
暢
次
長
他
二
名
の
担
当
役
職

員
、
宗
務
所
か
ら
は
代
理
を
含
む
十
五
名

の
教
区
長
と
所
長
以
下
全
職
員
が
出
席
し

た
。

　

冒
頭
、
中
村
室
長
よ
り
挨
拶
と
経
過
説

明
が
あ
り
、
こ
の
懇
談
会
も
含
め
て
の
現

地
視
察
は
島
根
県
、
富
山
県
、
北
海
道
に

次
ぐ
4
回
目
と
な
り
、
人
口
減
少
率
が
全

国
1
位
の
秋
田
県
の
実
情
を
調
査
す
る
目

的
で
あ
る
こ
と
。
宗
務
庁
で
は
過
疎
対
策

を
本
格
化
す
る
た
め
に
準
備
室
を
「
過
疎

地
寺
院
振
興
対
策
室
（
仮
称
）」
に
格
上

げ
し
、
本
腰
を
入
れ
て
い
く
予
定
で
あ
る

こ
と
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
時
期
に
し
た
の

は
國
安
大
智
宗
議
よ
り
雪
の
降
る
時
期
に

実
情
を
見
て
ほ
し
い
と
の
助
言
が
あ
っ
た

こ
と
等
が
陳
べ
ら
れ
た
。

　

宗
務
所
長
の
挨
拶
に
続
き
、
衣
笠
次
長

よ
り
二
〇
一
五
年
宗
勢
総
合
調
査
を
基
に

し
た
秋
田
県
曹
洞
宗
寺
院
の
調
査
資
料
が

説
明
さ
れ
た
。
要
旨
は
県
内
仏
教
系
寺

院
六
七
九
寺
院
の
う
ち
曹
洞
宗
寺
院
は

三
四
八
カ
寺
。
さ
ら
に
そ
の
う
ち
過
疎
地

寺
院
は
三
〇
一
カ
寺
で
割
合
は
八
十
七
％

に
の
ぼ
る
こ
と
。
本
務
寺
院
が
九
割
を
占

め
、
兼
務
寺
院
は
令
和
元
年
十
二
月
現
在

二
十
八
カ
寺
で
兼
務
率
は
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
る
こ
と
。
一
カ
寺
当
た
り
の
檀

徒
数
は
約
三
百
戸
で
全
国
平
均
（
一
四
七

戸
）
の
約
二
倍
に
あ
た
る
こ
と
。
住
職
の

高
齢
化
は
全
国
並
み
で
あ
り
、
若
い
徒
弟

が
多
い
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
教
区
長
十
五
名
よ
り
教

区
の
状
況
や
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。大
ま
か
に
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１�

．
全
県
的
に
人
口
減
少
の
影
響
は
大

き
く
現
わ
れ
て
お
り
、
こ
と
に
秋
田

市
近
郊
で
は
若
者
の
人
口
流
出
が
激

し
い
。

２�

．
秋
田
県
で
は
少
な
い
と
さ
れ
る
兼

務
寺
院
も
教
区
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

が
み
ら
れ
、
後
継
者
の
決
ま
っ
て
い

な
い
寺
院
も
多
い
。

３�

．
葬
儀
の
規
模
が
小
さ
く
な
り
用
僧

な
ど
の
檀
務
が
減
少
、
ひ
い
て
は
寺

院
収
入
の
減
少
が
起
き
て
い
る
。
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４�

．
逆
に
過
疎
は
進
ん
で
い
る
が
死
亡

者
の
増
加
（
多
死
社
会
）
に
よ
り
葬

儀
数
が
増
加
し
て
い
る
地
域
も
あ

る
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
意
見
交
換
・
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

　

教
区
長
報
告
の
中
で
話
題
に
の
ぼ
っ
た

秋
田
市
が
設
置
し
た
「
合
葬
墓
」
に
つ
い

て
は
、
秋
田
市
以
外
の
市
町
村
で
も
設
置

を
計
画
し
て
い
る
こ
と
や
、
各
寺
院
に
も

「
合
葬
墓
」
あ
る
い
は
「
永
代
供
養
」
に

関
す
る
要
望
や
問
い
合
わ
せ
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
準
備
室
か
ら
は
北
海
道
の
例
な
ど

を
挙
げ
て
今
後
も
広
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う

と
い
う
見
解
と
と
も
に
、
後
継
の
な
い
檀

家
の
墓
に
つ
い
て
の
対
応
策
を
問
わ
れ
、

宗
務
庁
と
し
て
は
「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関

す
る
法
律
（
墓
埋
法
）」
に
反
す
る
指
導

は
で
き
な
い
旨
の
答
え
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
行
わ
れ
た
級
階
査
定
に

つ
い
て
、
地
域
間
の
経
済
的
格
差
が
指
摘

さ
れ
、
寺
院
収
入
あ
る
い
は
申
告
す
る
個

人
所
得
を
査
定
に
反
映
で
き
な
い
か
と
の

質
問
に
は
、
実
際
に
は
難
し
い
と
の
答
え

が
あ
っ
た
。

　

兼
務
住
職
の
義
財
に
つ
い
て
五
年
毎
に

収
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
実
情
に

合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
に

は
、
早
く
後
継
を
決
め
る
こ
と
を
促
す
た

め
の
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
検
討
課
題
で

あ
る
と
の
答
え
で
あ
っ
た
。

　

後
継
の
問
題
で
は
、
他
に
も
障
害
を

持
っ
た
徒
弟
の
僧
堂
安
居
や
、
首
座
が
不

足
し
て
建
法
幢
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
実

情
が
訴
え
ら
れ
た
。
首
座
に
関
し
て
は
岡

山
・
洞
松
寺
等
の
外
国
籍
僧
侶
や
尼
僧
様

に
ま
だ
首
座
を
つ
と
め
て
い
な
い
方
が
多

く
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ

も
検
討
課
題
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

　

翌
十
六
日
は
藤
里
町
月
宗
寺
に
移
動
し

現
地
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
た
。
準
備

室
４
名
に
所
長
、
庶
務
主
事
、
人
権
主
事

が
同
行
し
、
月
宗
寺
か
ら
は
住
職
と
檀
家

総
代
の
２
名
が
出
席
。
過
疎
地
の
人
口
減

少
の
状
況
と
、
檀
家
減
少
の
実
態
に
つ
い

て
聞
き
取
り
が
行
わ
れ
た
。檀
家
減
少
は
、

現
時
点
に
於
て
顕
著
で
は
な
い
が
、
次
の

代
に
は
継
承
者
の
い
な
い
家
が
多
く
、
近

い
将
来
に
は
二
十
五
％
減
少
が
確
実
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
寺
院
維
持
が

精
い
っ
ぱ
い
で
改
修
も
小
規
模
な
補
修
し

か
で
き
な
い
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、
宗
務
庁
及
び
準
備

室
が
把
握
し
て
い
る
５
年
前
の
宗
勢
総
合

調
査
に
よ
る
秋
田
県
の
寺
院
の
状
況
は
す

で
に
変
化
が
見
ら
れ
、
急
速
な
檀
信
徒
の

減
少
に
よ
り
今
後
は
さ
ら
に
激
変
し
て
い

く
こ
と
が
訴
え
ら
れ
た
。
こ
の
度
の
視
察

が
今
後
の
曹
洞
宗
の
過
疎
対
策
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

僧
　
侶

教
区
寺
番

寺
院
名

区
分

御
芳
名

年
　
月
　
日

享
年

教
師

資
格

5

137

清
凉
寺

東
堂

高
橋
　
大
侃
平
成
31
年
4
月
11
日

90

権
大

12

64

陽
田
寺

東
堂

飯
塚
　
孝
慈
平
成
31
年
4
月
24
日

94

正

15

168

東
光
寺

東
堂

田
口
　
恭
雄
令
和
１
年
5
月
18
日

92

正

6

194

龍
昌
院

副
住

小
田
嶋
巌
雄
令
和
１
年
7
月
16
日

55

1
等

14

132

龍
泉
寺

住
職

加
藤
　
雄
悦
令
和
１
年
8
月
13
日

92

2
等

13

33

龍
門
寺

住
職

杉
山
　
宗
和
令
和
１
年
9
月
20
日

64

2
等

16

186

永
泉
寺

東
堂

寿
松
木
光
雄
令
和
１
年
12
月
20
日

86

権
大

1

2

陽
澤
院

東
堂

浅
山 

明
彦

令
和
１
年
12
月
29
日

65

正

12

69

潜
龍
寺

住
職

伊
藤
　
静
純
令
和
２
年
2
月
23
日

90

正

5

136

長
谷
寺

住
職

中
川
　
秀
悦
令
和
２
年
3
月
13
日

76

正

9

277

長
徳
寺

住
職

佐
々
木
雄
彦
令
和
２
年
3
月
15
日

73

1
等

謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す
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寺
　
族

教
区
寺
番

寺
院
名

区
分

御
芳
名

年
　
月
　
日

享
年

15

172

常
福
寺

寺
族

吉
成
ト
モ
子

平
成
31
年
4
月
4
日

82

7

251

満
勝
寺

寺
族

佐
々
木
麗
子

平
成
31
年
4
月
19
日

95

1

7

満
福
寺

寺
族

小
野
　
　
伸

令
和
１
年
6
月
6
日

85

1

19

闐
信
寺

寺
族

明
石
　
信
子

令
和
１
年
8
月
24
日

83

4

99

恵
林
寺

寺
族

本
間
　
　
綾

令
和
１
年
10
月
27
日

93

9

278

清
徳
寺

寺
族

鈴
木
　
　
稔

令
和
１
年
12
月
21
日

79

18

300

永
安
寺

寺
族

藤
原
　
テ
ル

令
和
１
年
12
月
28
日

102

17

212

霊
仙
寺

寺
族

中
村
　
れ
い

令
和
２
年
1
月
12
日

98

18

302

天
昌
寺

寺
族

本
間
　
典
子

令
和
２
年
3
月
14
日

88

謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す

　

去
る
2
月
26
日
、
4
教
区
龍
門
寺
浅
田

高
明
老
師
の
梅
花
流
1
級
師
範
補
任
祝
賀

会
が
、
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
於
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
よ

り
梅
花
流
師
範
・
詠
範
多
数
出
席
さ
れ
、

梅
花
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
華
や
か
な
祝
賀

会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
浅
田
老
師

の
補
任
は
、
秋
田
県
梅
花
流
に
と
っ
て
、

平
成
29
年
の
東
泉
寺
柴
田
弘
一
老
師
正
伝

師
範
補
任
に
続
く
朗
報
で
す
。

　

全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
主
催
の
第
44

回
正
力
松
太
郎
賞
選
考
会
に
お
い
て
、
13

教
区
雲
昌
寺
副
住
・
古
仲
宗
雲
師
が
奨
励

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
地
道
な
植
栽
を
続

け
自
坊
を
「
あ
じ
さ
い
寺
」
と
し
て
有
名

な
県
内
有
数
の
観
光
地
に
し
、
地
域
お
こ

し
の
拠
点
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
功

績
に
よ
る
も
の
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
5
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
授
賞
式
は

秋
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
日
時
は
未
定

で
す
。

表紙の言葉

かけがえのない
いつもどおり
アルストロメリア
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葬
儀
、
法
事
、
坐
禅
会
な
ど
、
宗
門
寺
院
の
布

教
教
化
に
不
可
欠
な
法
要
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

点
に
留
意
の
上
、
開
催
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

1�

．
風
邪
の
よ
う
な
諸
症
状
（
発
熱
、咳
、倦
怠
感
、

気
管
支
障
害
等
）
の
あ
る
方
の
法
要
参
加
を
自

粛
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

2�

．
参
加
者
に
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
す
る
こ

と
。

3�

．
会
場
人
口
に
ア
ル
コ
ー
ル
や
次
亜
塩
素
酸
水

の
消
毒
液
を
用
意
し
、
手
指
の
消
毒
を
お
願
い

す
る
こ
と
。

4�

．
座
席
の
間
隔
を
１
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
け
る
こ

と
。

5�

．
30
分
に
一
回
程
度
、
会
場
内
の
換
気
を
お
こ

な
う
こ
と
。

6�

．
寺
院
内
の
お
斎
等
の
食
事
提
供
は
、
可
能
な

限
り
取
り
や
め
る
こ
と
。
や
む
を
得
ず
お
こ
な

う
場
合
は
、
30
分
以
内
に
と
ど
め
る
か
、
頻
繁

に
部
屋
の
換
気
を
お
こ
な
う
こ
と
。

7�
．
食
器
、
食
材
の
取
扱
い
に
は
細
心
の
注
意
を

払
う
こ
と
。

8
．
手
洗
い
を
励
行
す
る
こ
と
。

９�

．
関
係
機
関
か
ら
の
中
止
要
請
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
指
示
に
し
た
が
う
こ
と
。

　

�　

ま
た
、
大
般
若
会
、
三
仏
忌
、
開
山
忌
等
の

恒
例
行
事
を
申
止
ま
た
は
延
期
す
る
場
合
に

は
、
檀
信
徒
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
ご
説
明
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

�　

管
内
寺
院
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
な
ご
対

応
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※�

他
の
仏
教
関
係
機
関
の
新
型
感
染
症
に
つ
い

て
の
対
応
は
曹
洞
宗
公
式
Ｈ
Ｐ�

「
曹
洞
禅
ネ
ッ

ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。
一
部
は
秋
田
県
宗
務
所
の
Ｈ
Ｐ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

�（
曹
洞
宗
秋
田
県
宗
務
所　

所
長　

齋
藤　

昭
道
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
寺
院
対
応
に
つ
い
て
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新
型
コ
ロ
ナ
禍
は
猖
獗
を
極
め
、
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
の
事
業
も
軒
並
み
中

止
・
延
期
と
な
り
、所
報
も
記
事
の
不
足
が
否
め
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。た
だ
、

事
業
に
追
わ
れ
る
日
常
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
修
を
振
り
返
る
時

間
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
し
た
。
秋
田
県
宗
務
所
は
禅
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
る
と

事
業
数
が
多
く
、
詳
細
を
お
伝
え
出
来
な
か
っ
た
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
か
ら
、
今
号
で
は
昨
年
度
研
修
部
が
開
催
し
た
「
詩
偈
講
座
」
の
成
果
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
渡
辺
紫
山
老
師
が
講
義
の
た
め
に
編
し
た
「
知
足
集
」
を
掲
載
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
松
庵
寺
先
住
、
故
渡
辺
昭
雄
師
が
第
九
教
区
法
友
会
の
漢
詩
勉
強

会
の
た
め
に
作
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
同
名
で
す
。
紫
山
老
師
の
師
匠
様
へ
の
思
慕

と
尊
敬
の
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
漢
詩
を
パ
ソ
コ
ン
で
打
ち
込
む
だ
け
で
も

相
当
の
手
間
を
要
し
ま
す
が
、
添
削
・
解
説
そ
し
て
編
集
ま
で
も
担
っ
て
い
た
だ

い
た
紫
山
老
師
に
は
感
謝
の
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　

引
導
法
語
の
基
礎
と
な
る
七
言
絶
句
の
作
法
（
さ
く
ほ
う
）
を
学
ぶ
こ
と
は
、

か
つ
て
初
学
の
僧
の
必
須
で
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
今
後
も
何
ら
か
の
形
で
漢
詩

の
研
修
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
奨
め
い
た
し

ま
す
。

　

し
ば
ら
く
外
出
規
制
が
続
き
そ
う
で
す
。
あ
れ
こ
れ
と
動
き
回
っ
て
い
た
日
常

を
省
み
る
と
、
時
間
が
な
い
と
口
に
し
な
が
ら
、
動
き
回
る
こ
と
自
体
が
目
的
に

な
り
時
間
を
浪
費
し
て
い
た
か
の
よ
う
。
本
来
、
仏
道
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、

世
間
の
些
事
か
ら
出
離
す
る
こ
と
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
た
っ
ぷ
り
と
で
き
た
時
間

を
奇
貨
と
し
て
、
漢
詩
に
親
し
む
と
い
う
の
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

�

（
袴
田
俊
英
記
）

編
集
後
記

月日 行　　　　　　　　程 宿　泊　地 食事

10
／
５

（月）

5:00 ～ 6:30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12:30 頃
各地＝秋田・山形自動車道・東北自動車道＝村田 JCT＝安達太良 SA＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16:30 頃
� ＝蓮田 SA＝汐入 IC＝大本山総持寺【第 52回檀信徒本山研修会】

大本山總持寺
� 宿坊予定

×
弁
夕

10
／
６

（火）

　　　　　　　　9:00 頃
總持寺【本山研修閉講式】＝首都高＝国立競技場（車窓）＝豊川稲荷東京別院＝
� 17:30 頃
� 牛久大仏＝常磐道＝母畑温泉泊

母畑温泉
� 宿泊予定

朝
昼
夕

10
／
７

（水）

8:00　　　　　　　　　　12:20 頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
母畑＝アクアマリン福島＝二本松菊人形（予定）＝二本松 IC＝村田 JCT＝
　　　　　　　　　　　　（10/1 ～ 11/23）� 18:00 ～ 21:00 頃
� 山形・秋田自動車道＝各地

おつかれさま
� でした。

朝
昼
×

第52回檀信徒本山研修会
１．期日　令和２年10月５日（月）～10月７日（水）【２泊３日】
２．会場　大本山總持寺

《大本山總持寺本山研修と東京・福島》
日程表

＊記入例／バス＝＝＝　徒歩……

第126号 令和２年５月15日（　）30曹洞宗秋田県宗務所所報



第126号31（　）令和２年５月15日 曹洞宗秋田県宗務所所報



年 間 行 事 予 定
令和２年度（2020）

友引 管区 宗務所 宗務庁 県内寺院

30
木

31
日

30
火

管
区
婦
人
会（
中
止
）
31
金

31
月

29
水
昭
和
の
日

30
土

寺
族
会
総
会(

中
止)

30
木

30
日

30
水
教
化
セ
ン
タ
ー

28
火

29
金

29
月

29
水
決
算
所
会

29
土

29
火

27
月
婦
人
会
新
旧
役
員
会

28
木

全
国
梅
花
大
会（
中
止
）
28
日

28
火

28
金

28
月

26
日

27
水

27
土

27
月

27
木

27
日

25
土

26
火

26
金

26
日

26
水

26
土

24
金

25
月

25
木

25
土

25
火

25
金

23
木

24
日

24
水
護
持
会
総
会(

中
止)

24
金
ス
ポ
ー
ツ
の
日

24
月

24
木

22
水

23
土

23
火

23
木
海
の
日

23
日

23
水

21
火

22
金
梅
花
講
習
会(

中
止)

22
月

22
水

22
土

22
火
秋
分
の
日

20
月

21
木
婦
人
会
総
会(

中
止)

21
日

21
火
研
修
会
①(

中
止)

21
金

21
月
敬
老
の
日

19
日

20
水
梅
花
講
師
等
研
修
会(

見
送
り)

20
土

20
月

20
木

20
日

18
土

19
火

19
金

19
日

19
水

19
土

17
金

18
月

18
木

18
土
仏
教
講
座
①(

中
止)

18
火

18
金

現
職
研
修
会

16
木

17
日

17
水

特
派
布
教(

中
止)

17
金

17
月

17
木

15
水

16
土

16
火

16
木
梅
花
県
大
会(

見
送
り)

16
日

16
水

14
火

15
金
布
教
協
議
会(
中
止)

15
月

15
水

15
土

15
火

13
月
婦
人
会
役
員
会

14
木

14
日

14
火

14
金

休
務

14
月

12
日

13
水

13
土

13
月

13
木

13
日

11
土

12
火

12
金

12
日

12
水

12
土

10
金
曹
青
総
会(

中
止)

11
月

11
木

梅
花
特
派(

中
止)

11
土

11
火

11
金
所
長
杯

寺
族
会
監
査

10
日

10
水

10
金

10
月
山
の
日

10
木

9
木

9
土

9
火

9
木
管
区
教
化
指
導
員
研
修(

延
期)

9
日

9
水

管
区
寺
族
会

8
水

8
金

8
月

8
水
監
査
会

8
土

8
火

7
火

7
木

7
日

7
火

寺
族
会
旅
行(

中
止)

7
金

7
月

6
月

6
水
振
替
休
日

6
土

6
月

6
木

6
日

5
日

5
火
こ
ど
も
の
日

5
金
梅
花
講
習
会(

中
止)
5
日

5
水

5
土

4
土

4
月
み
ど
り
の
日

4
木

4
土

4
火

4
金
梅
花
講
習
会

3
金
梅
花
講
習
会
（
中
止
）
3
日
憲
法
記
念
日

3
水
管
区
宗
連(

中
止)

3
金

3
月

3
木
野
外
研
修

2
木

2
土

2
火

2
木
梅
花
講
習
会(

中
止)

2
日

2
水

1
水

1
金

1
月

1
水

管
区
婦
人
会（
中
止
）
1
土

1
火
梅
花
検
定
（
県
北・検
討
中
）

月/日

4

APR

月/日

5

MAY

月/日

6

JUN

月/日

7

JUL

月/日

8

AUG

月/日

9

SEP
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